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PART1 大天使ザドギエルとエンジェ

ル・コード 

 

今回、私達に課せられた仕事は、地球人の進

化のために、未来の地球のマスターや様々な

星のマスター達から頂いた「スピリチュアル

な遺伝子コード」である「ライトコード」を

集めて、地球人にあわせて調整し、地球人の

遺伝子を進化させていく事です。 

地球人は、このままでは、環境汚染や核戦争

で滅びてしまうかもしれません。 

たとえそのような事が起きても、地球人類が

生き延びていけるように、地球人の意識と肉

体を進化させていく必要があるようです。 

 

そのために、地球の未来から来たマスター達

は、核戦争や環境汚染を乗り越えた地球の未

来人の遺伝子を私達に渡し、その様な事態が

起こっても地球人が生き延びていけるよう

に、今から地球人の遺伝子を進化させていく

ように命じました。 

もしかしたら、この事がなければ、未来の地

球人は核戦争や地球の環境汚染を乗り越え

る事ができないかもしれません。 

 

前回までは、地球人の基本的な遺伝子コード

を集めてきたのですが、今回からは他の種族

達の遺伝子コードを集める事となりました。 

それが、「エンジェル・コード」であり「ド

ラゴン・コード」や「ウイザード・コード」

なのです。 

私達は、これらのコードを守護する偉大なる

第 1 章 大天使達のエンジェ

ル・コード 
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存在達と出会い、宇宙の秘められた世界を

次々と旅していく事になります。 

 

私達の新しい旅は、自分達自らが太陽種族と

呼ばれる、この天の川銀河最高の種族になる

事を目的に始められました。 

新たなコードを、アチューメントを行うとき

に、マスター達から誘われて取りに行く機会

が増えてきました。 

１２月１４日は、京子さんと大天使ザドキエ

ルのアチューメントを行う日でしたが、新た

な展開が起こります。 

 

大天使ザドギエルは、私達にメッセージを伝

えてくれます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

私達は、あなたと出会えた事に深く感謝しま

す。 

私達、大天使とその源の光であるウイングは、

常に皆さんの活動を大きな愛を持って見守

っています。 

皆さんが行っている事は、皆さんの世界では、

まだ十分に理解できない事ばかりです。 

しかし、宇宙に存在するマスター達の中には、

未来を見通す事ができるマスターやはるか

な未来から、皆さんの時代に来て、大切なメ

ッセージを伝えてくれるマスターもいます。 

 

この地球における重要な科学の発明や文明

の飛躍的な進化も、それらのマスター達の働

きによって行われました。 

しかし今回皆さんに起こっている事はそれ

以上の事です。 

地球人が、これから大きく飛躍し進化するた

めの準備を皆さん方が行っているのです。 

今まで、多くの地球人達が、未来のマスター
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からメッセージやビジョンを受け取ってき

ました。 

あなた方も同じようにビジョンやメッセー

ジを受け取っていますが、あなた方が受け取

っているのは、それだけでなく、地球人を確

実に進化させるためのライトコードを受け

取っているのです。 

皆さんは、未来の宇宙評議会によって、この

仕事を担うにふさわしいグループである事

が認められ、その活動を託されたのです。 

 

勿論、皆さんのスピリットは、この時代に地

球と地球人の進化に携わるために、この地球

に降りてきたスピリット達ですから、この活

動に携わるのも当然の事とは言えますが、皆

さんの地球人としての意識では、それは突拍

子もない事のように思えても当然な事です。 

 

しかし TAKESHI さんは、今までいくつも

のアチューメントを作り、マスターや女神、

大天使達と交流してその基盤を作ってきま

した。 

更に、皆さんが「レムリアの神殿」の活動を

とおして宇宙の真理を知り、星々を自由に駆

け巡る事ができる能力を持つ事ができたの

も、すべて地球と地球人の偉大なる進化のた

めなのです。 

 

TAKESHI さんと皆さんは、この地球だけで

なく天の川銀河全体の平和と進化のために

も貢献してくださいました。 

そして皆さんの働きは、天の川銀河のみなら

ず、宇宙全域の星団や銀河のマスター達にも

知られる事となり、さらに多次元宇宙のマス

ターや創造主と共に活動するまでに成長し

てきました。 

 

皆さんが行ってきた事は、実はすべて創造主
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である創造主エンソフの計画の中にあった

事です。 

私達も、最初からすべてを知らされていたわ

けではありませんが、天使の長老やウイング

達を通してあなたの事をしっかりとバック

アップするようにと伝えられていました。 

 

私達の仲間も、最初は、あなた方の事を半信

半疑で見ていましたが、あなたの純粋無垢な

心や我欲のない奉仕に、私達は、何度も胸を

打たれています。 

今では、ほとんどの大天使やウイング達が、

あなたと共に活動する事やサポートする事

を喜びと感じています。 

 

あなたが今回、新たな人類の進化に関わる仕

事に入られた事を聞いて、私達もその時期が

来た事を知りました。 

地球だけでなく天の川銀河やユニバース（大

宇宙）全体が大きな成長を遂げる時が来たの

です。 

勿論それも、創造主エンソフの偉大な計画で

あり、あなた自身のスピリットが決めてきた

事の一つです。 

 

あなたのスピリットは、人間としてこの地球

に降りる前は、ウイングや創造主エンソフ達

と肩を並べる場所にいました。 

そして、あなた自身がこの地球ですべき事を

決定し、それを実行するために自ら地球に降

りてきたのです。 

私達、大天使は、あなたと創造主エンソフが

立てた計画をフォローする立場にあります

ので、今日はあなたの元に「エンジェル・コ

ード」をお持ちいたしました。 

 

エンジェル・コードは、天使を天使として存

在させるための大切な遺伝子コードです。 
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このエンジェル・コードの特質は、無償の愛

であり無償の奉仕です。 

天使のように、愛に満ち、優しさにあふれ、

勇気と正義を実行するための遺伝子コード

です。 

 

皆さんの中には、エンジェル・コードを、自

分自身の遺伝子の中に、すでに持って生まれ

てくる人もいます。 

それは、もともとその人のスピリットが天使

であった経験があるためです。 

初めから、天使としての偉大な資質を持って

生まれてくる方もいるのですが、ほとんどの

方がその遺伝子を十分に目覚めさせる事な

く終わってしまいます。 

 

しかし、自分の中に天使の遺伝子を持つだけ

でも、他の人達よりもはるかに愛情深く正義

感も強い人となります。 

皆さんの社会の中では、精神的に目覚めた人

やヒーラー、セラピスト、学校の先生、宗教

的な仕事に就く人達がそのような人達です。 

 

私達がもたらしたエンジェル・コードは、そ

のような人達の中に眠る遺伝子を更に活性

化させ目覚めさせる事でしょう。 

そうする事で、皆さんは、より高いエンジェ

ルの資質や能力に目覚める事ができるので

す。 

また天使としての遺伝子を持たない人達も、

エンジェル・コードを身につける事で、愛の

力に基づいて人々を癒したり、他の生命を守

護し育む事ができるようになります。 

皆さんは、愛を原動力として、他の人に対し

て奉仕を行う事ができるようになりますし、

それを喜びと感じるようになります。 

 

やがて、何千年か先には、皆さんも、私達の
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ように、しっかりとした天使の羽を持ち、自

由に飛翔する能力も得られる事でしょう。 

また空間を自由に行き来し、多くの人達をサ

ポートしてあげる事ができる能力も身につ

く事でしょう。 

 

しかしこの事だけは覚えておいてください。 

皆さんが、愛から離れた時、このエンジェ

ル・コードの力は失われます。 

皆さんが、愛を見失うと、天使の羽はガラス

の羽のように砕け散ってしまい、自由に飛翔

する能力を失ってしまいます。 

 

どうか、この大天使達によって生み出された

エンジェル・コードを、多くの人と分かち合

ってください。 

一人でも多くの人が、エンジェル・コードに

よって天使としての資質を目覚めさせてく

ださる事を、私達は期待しています。 

 

この愛に満ちたエンジェル・コードにより、

皆さんは「宇宙の愛の源」ともさらに深くつ

ながる事ができるでしょう。 

そして、あなた方の愛は、ユニバースの隅々

にまで伝わる事でしょう。 

この愛は、皆さんが太陽種族になるときに、

なくてはならないものです。 

 

太陽種族が、どれほど優秀であったとしても、

「愛」という方向性がなければ、それは進化

とは言えません。 

愛があればこそ、太陽種族に進化していくた

めに起こるいくつもの苦労を乗り越えてい

く事もできるのです。 

 

そしてさらに軽やかに、天使として飛翔する

事も忘れないでください。 

あなた方が、人としての領域を超え天使とし
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ての領域に入る事に対して、とても大きな不

安を持つ事もわかりますが、その不安を喜び

に変えてください。 

 

そして、天使が生まれてくる源である「根源

の愛」の世界に入り、その大きな愛の喜びに

浸ってください。 

皆さんは、エンジェル・コードを持つ事によ

って、この現実世界では失われた神話のよう

な素晴らしい世界を再び、作り出す事もでき

るでしょう。 

 

 

大天使ザドギエルは、いつでも私達を優しく

見守っています。 

彼のメッセージを受け取りながら、私の心の

中に、あふれんばかりの優しさとエネルギー

が満ち溢れています。 

私は、大天使ザドギエルから「エンジェル・

コード」をしっかりと受け取っています。 

そして、私達の必要に応じて、「エンジェル・

コード」は現われ、相手に手渡されていくよ

うです。 
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PART1 黄金の女神の愛の光 

 

１２月１５日の朝に行われた星のツアーで

は、宇宙の光のメンバー達を、「隠された月」

と「隠された太陽」の世界、そして１万年後

と４万年後の地球に連れていく予定です。 

 

私達はまずユニバーサル・パレスに到着しま

した。 

ユニバーサル・パレスには、今まで体験した

事もないような、とても優しいエネルギーが

満ち溢れています。 

数名のマスター達が、この優しい光について、

私に報告してくれますが、私にはすでにこの

光が誰の光であるか、わかっています。 

 

この光は、先週、私達の元に突如現れ、私達

を深い思慮に導いてくれた女神、黄金の女神

の光です。 

私は、黄金の女神を呼び出します。 

パレスの中には、さらに美しく優しい光の密

度が高まります。 

 

「TAKESHI さん、そして宇宙の光のメンバ

ーの皆さん。 

皆さんの心の中には、とてもたくさんの光が

あふれています。 

私はあえて、皆さんの心の中に揺らぎと混乱

を与えましたが、この揺らぎこそが、本来の

愛を生み出す元となるのです。 

皆さんは、この揺らぎによって生まれた混乱

や幾多もの感情を乗り越えていく事で、さら

第 2 章 フェニックスの女神

と愛のコード 
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に真摯な愛の光に近づく事ができます。 

愛には様々な形やエネルギーがあるように

見えますが、皆さんが成長する事で、いくつ

もの愛を貫く愛の原理に触れる事ができま

す。 

皆さんは、さらに純粋な愛のエネルギーを多

くの人と分かち合ってください。 

私はいつでも、皆さんの事を見守っていま

す。」 

 

私達は黄金の女神の光をハートにつなぐと、

深い愛のエネルギーでさらに満たされてい

きます。 

今までに体験した事もないような穏やかで

満ち足りた光が、私達の心を潤し、パレスの

中に満ち溢れていきます。 

 

 

 

PART2 隠された月と光の湖 

 

私達は黄金の女神の光を受け取った後、さっ

そく出かける事にしました。 

朝のクラスのメンバー達はまだ、どこにも行

っていないので、最初は隠された月にいく事

にしました。 

 

私達は、フェニックス号で隠された月の元に

行きます。 

隠された月の外見は、相変わらず消し炭のよ

うな曇った殻におおわれていますが、前回の

ツアーの時、隠された月の意識を目覚めさせ

ているので、ところどころから光が漏れだし

ているようにも見えてきます。 

 

私達は隠された月を守護する女神を呼び出

します。 

女神は、私達の前に現れると、とてもうれし
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そうに微笑みます。 

私達が来る事によって、隠された月の目覚め

がどんどん進んでいくので、女神も私達の来

訪を歓迎しているのです。 

 

「隠された月を守護する女神よ、お久しぶり

です。その後、月の意識には変化はありませ

んか？」 

私は、女神に尋ねます。 

女神は、美しい衣をひらひらと揺らしながら、

私にすっと近づいてきます。 

「TAKESHI さん、皆さんのおかげで、隠さ

れた月の意識は、さらに目覚めつつあります。 

今回は、あなたとお話ができるようになると

よいのですが、どうかよろしくお願いしま

す。」 

 

隠された月の近くに来ると、月もやはり星の

一つですのでとても大きく感じられます。 

私は、天使や魔法使いとマスター達に頼んで、

星の上に巨大な神聖幾何学を描いてもらう

事にしました。 

巨大な神聖幾何学が次々と月の上に描かれ、

月に様々な光を落していきます。 

私達も、月の意識に向かってハートから光を

送っていきます。 

月の周りには、沢山の女神達も集まってきて

真剣な顔で祈っています。 

 

隠された月の一部に、通路が開きました。 

私達はその通路に入り、中に進むと奥に扉が

あります。私達は、扉を開いて中に入ります。 

一人の女神がこちらに向かって立っていま

す。 

月の意識の中心に向かうための案内をして

くれるガイドのようです。 

 

月の内部に入ると、そこには驚いた事に、美
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しい自然にあふれた世界が存在しています。 

まるで、月の内部から他の世界へと続いてい

るのではないかと思えるほどに美しい世界

です。 

その世界を輝かせているのは、白い光と紫な

どの光で、まるでムーンスターのように輝い

ています。 

まわりにはクリスタルの山、クラスターのよ

うにいくつもつながったクリスタルに光が

当たると、まるで小さな虹がクリスタルの中

に閉じ込められているような色合いがとて

も美しく感じられます。 

 

月の世界の中央には美しい湖があります。 

クリスタルに囲まれた湖は、まるで水鏡のよ

うに光を映し出しています。 

私達は、この湖に、黄金の女神や創造主エン

ソフの青い光を降ろすと、その光は湖に吸い

込まれるように流れ落ちていき、湖の深いと

ころまで照らしていきます。 

天使やウイング達も美しい純粋な愛のエネ

ルギーを湖に注ぎ込みます。 

 

私は、月にゆかりのある２人のマスターを呼

び出します。 

一人はかぐや姫、いつもは現代的なおしゃれ

な姿で現れるのですが、今日は赤い着物です。 

もう一人は、天照大御神の弟神である月読尊

です。 

かぐや姫は、このスピリチュアルレベルで隠

された月が目覚めた事に対してサポートし

たいと申し出ます。 

月読尊も隠された月の力が発揮できるよう

にサポートしてくれるようです。 

私達も、この隠された月のお世話を二人にお

願いする事にしました。 

 

私達は、隠された月の外側まで戻ります。 
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隠された月を守護する女神に、月の内部で見

た事を報告します。 

「TAKESHI さん、本当にありがとうござい

ます。 

あなたがご覧になった湖こそが、この月の意

識そのものです。 

どうか、これから、何度も会いに来てくださ

いね、お願いします。」 

 

私達は、これで、隠された月の元を去る事に

します。 

隠された月の次は、本来ならば、隠された太

陽の元に行かなければならないのですが、隠

された太陽は太陽種族の遺伝子を持つ者に

よって目覚めさせる事が大切なので、私達は

まず１万年後の世界と４万年後の世界に太

陽種族の遺伝子構造を取りに行く事にしま

した。 

 

 

 

PART3 フェニックスの女神と愛のコー

ド 

 

１万年後の地球につくと、私達はすぐには地

下に降りずに、地表を少しフェニックス号で

回り、１万年後の地球の様子を見て回ります。 

地上には、あまり緑はなく、ところどころに

枯れかけたような樹木が立つ荒れ地のよう

に見えます。 

おそらく地表には雨が降らず、乾燥した砂漠

に近いような劣悪な環境になっているのか

もしれません。 

 

しばらく、地球の上を回っていると、突然人

の姿が映りました。 

おそらく地表は有害な紫外線や放射線、大気

汚染物質が蔓延しているはずなのに、そこに
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住んでいる人がいるのです。 

小さな部落が点在しています。 

粗末な藁や枝を組み合わせて作られた家に

住んでいるようです。 

彼らはこの過酷な環境の中を生き抜いてい

るようです。 

もしかしたら、私達が、この時代から２１世

紀に持って帰った「環境耐性のライトコード」

が、彼らの遺伝子の状態を変えて、劣悪な環

境に耐えうるような体を作っていったのか

もしれません。 

 

いつものようにマスターアーサー達が、ビジ

ターセンターで待っていてくれます。 

私達はフェニックス号を降りて、大きな部屋

に入っていきました。 

今日は、宇宙の光のメンバーと共に、ユニバ

ーサル・パレスのメンバー達も来ています。 

前回ここにきて「愛のライトコード」と「環

境耐性のライトコード」を入れてもらったメ

ンバー達は、遺伝子の状態をチエックしても

らっています。 

彼らは、すでに遺伝子構造に変化が表れてい

るようで、ライトコード事態も光り輝き始め

ています。 

 

初めてここに来たメンバー達は少し不安げ

で、ドキドキしながら周りをうかがっている

ようです。 

私達がいる部屋に、美しく安らかな光が降り

てきます。 

宇宙の光のメンバー達は、少し安心した様子

で、リラックスして光を受け取っています。 

しばらくの間、沈黙の時間が流れ、私達はラ

イトコードを受け入れています。 

私達の肉体レベルまで「愛の遺伝子」が下り

てきて無限の愛を発信していくまでは、まだ

時間がかかる事でしょうが、やがて私達の遺
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伝子は、競争原理に変わって愛の原理が優勢

になっていく事でしょう。 

 

1 万年後の世界を旅立ち、私達は 4 万年後

の世界へと入っていきました。 

4 万年後の地球を見るために、私達はフェニ

ックス号で、地球の周りをゆっくりと回りま

す。 

地表は、森や海があるわけではないのですが、

不思議な輝きを漂わせています 

地表に降りると、緑の樹木達も少しは存在し

ているようです。 

私達が、太陽種族への道を歩むにつれて、未

来の地球の姿も少しずつ変わっていくので

しょうか。 

 

私達は、地下の発着場に降り立ち、建物の中

に入っていきます。 

ここでは、数名の宇宙人達が軽やかな姿で仕

事をしています。 

彼らは、透き通った体をしており、肉体とス

ピリットの区別があまりないようです。 

 

4 万年後の地球に初めて来たメンバー達は、

新たなライトコードを入れてもらう事にな

りました。 

ここでもらうライトコードは、太陽種族のラ

イトコードと遺伝子の基盤をなす遺伝子構

造に関するライトコードのベースです。 

すでに、太陽種族のコードとベースをもらっ

ているメンバー達は、科学者達から問題がな

いかチエックを受けています。 

 

私達がここでの作業が終わる頃、そこにフェ

ニックスが大きな羽を広げて現れます。 

私達は、フェニックスについていくと、そこ

に美しい冠を被った女神が現れます。 

私は初めて会う女神です。 
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私は女神に挨拶をすると、私達をここに呼ん

だ理由を女神に尋ねます。 

 

「私は、あなた方の中にある光の扉を開いて

いきましょう。 

私があなたにもたらすライトコードは、皆さ

んのハートの扉を開いていくためのコード

です。 

皆さんのハートの中にある素晴らしいマス

ターとしての資質を開き、その光を美しく輝

かせるためのコードです。 

このコードは、皆さんが愛の存在となる事を

意味しています。 

皆さんの中には、このコードを受け取る事を

恐れる人もいるかもしれません。 

このコードを受け取る準備ができていない

人もいる事でしょう。 

しかし、皆さんが自分自身の中にある愛を持

って行動し愛を持って祈るなら、あなたの存

在は今まで以上に光り輝いていきます。 

 

それがマスター・コードなのです。 

あなたは、愛によってしか自分自身のマスタ

ーとなる事ができないのです。 

どうかこのコードは、皆さんの良心に従って

受け取ってください。 

愛の力を間違えて使うと、あなたはあなた自

身だけでなく多くの人を傷つけてしまうか

もしれません。 

このコードは、皆さんを大きく成長させ、偉

大なるマスターとしますが、それに伴う責任

も大きいものです。 

どうか、皆さんの自由意思によって受け取る

か受け取らないかを決定してください。」 

 

にこやかにほほ笑む女神の言葉を聞きなが

ら、私達は自分自身が「愛の存在」として生

きていく事ができるかどうか、自分自身に問
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いかけます。 

マスターとして、愛と共に生きるという事は、

とても大変な事ですが、私達は勇気をもって

「マスター・コード」を受け取る事にしまし

た。 

 

 

 

PART4 隠された太陽のマスター 

 

さて 4 万年後の世界で、太陽種族のライト

コードと遺伝子構造を受け取った私達は、

「隠された太陽」の元にいく事にしました。 

この隠された太陽を目覚めさせる為には、太

陽種族の遺伝子構造を持つ者達が必要であ

ると教えられたからです。 

 

私達は、「隠された太陽」の元につくと、太

陽の守護者を呼び出しました。 

とても大きな体とパワフルなエネルギーを

持つマスターです。 

私達は、前回と同じように魔法使い達にお願

いして、神聖幾何学を描いてもらい太陽に光

の通路を作ります。 

黒水晶でしっかりと固められた太陽の一部

に通路が開き、そこから少しだけ光が漏れて

きます。 

光はやがて虹のように美しく広がり、太陽の

守護者もそこに向かって光を送り続けます。 

私達も、太陽種族のライトコードが納められ

ているハートから光を送ります。 

 

私達は、太陽の中心に向かって開かれた通路

の中に入っていく事にします。 

通路の奥から、オレンジ色の光が輝いている

ようです。 

しばらく歩むと一人の男性が立っていて、私

達を道案内してくれます。 
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彼は、太陽意識を内部で守ってきたマスター

のようです。 

私達に隠された太陽が目覚める事をとても

待ち望んでいる事を伝えてきます。 

 

やがてとても広い世界へたどり着きます。 

隠された太陽の内部には、オレンジ色に輝く

山々が広がり、先ほどの月の意識から送られ

てくる光に美しく輝いています。 

太陽の中心となる場所にも、2 人のマスター

が待っています。 

彼らも、この太陽が目覚める時まで、太陽を

守護しているマスターのようです。 

 

私達は、彼らに案内されてさらに奥の部屋へ

と進みます。 

奥の部屋に入ると大きなマスターが、ベッド

のようなものの横になっています。 

私はマスターに静かに近づくと、 

「私達は、あなたを目覚めさせるために、こ

こまでやってきました。 

私達は、宇宙の進化のために働いているグル

ープです。 

どうか、お目覚めください。」 

 

しかし太陽の意識は、まだ目覚める時期では

ないようです。 

静かに目を閉じたままですので、私達はハー

トの光でマスターを包み込み、今日は帰る事

にしました。 
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PART1 物理世界のエネルギーを作り出

す塔 

 

私が、あるメンバーのアチューメントを行っ

ている時に、これからの活動に関して大切な

指標をいただきましたのでその事について、

今日はお話ししましょう。 

 

私達はライトボディ７の直伝アチューメン

トを行っていました。受けては奈那さんです。 

彼女もスピリチュアルな能力がとても高い

メンバーで、アチューメントの時は、必ず新

たな展開を引き寄せてくれます。 

 

私達が、ライトボディのアチューメントが終

わる頃、ゴッド・オリジンから、来てほしい

所があるといわれ、一緒に行きます。 

私達がついた場所は、とても大きな光の塔が

ある場所で、そこに一人の偉大なマスターが

待っています。 

彼がこの場所の事を説明してくれます。 

 

「ここは新たに生み出された世界や宇宙に

エネルギーを送る場所です。 

宇宙が創造されるためには、宇宙が成立する

ための空間と未来を作り出すための時間、そ

して宇宙の活動を維持するためのエネルギ

ーが必要です。 

この塔からは、宇宙の活動を維持するための

エネルギーが、あらたな宇宙に向かって放た

れています。 

 

第 3 章 物質化された宇宙を

創るライトコード 
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この塔には、宇宙の根源の世界から、すべて

が生まれ出る元のエネルギー、存在するため

のエネルギーが送られてきます。 

そのエネルギーは、塔の上に描かれた神聖幾

何学によって、物理的なエネルギーに変換さ

れていくのです。 

勿論この塔の中にも、エネルギーの物質化に

必要な幾多ものクリスタルが納められてい

ます。 

 

このような塔が、宇宙の中にはいくつか存在

し同じ次元でつながっています。 

ここにある塔は、主に地球を中心とした局部

銀河の中の宇宙を担当し、新たな星や世界が

生まれるときに、そのエネルギーを送ります。 

創造主エンソフが、私達に、地球人の遺伝子

が進化する事で新たな地球が生まれる、とい

う事を知らせてくれたために、新たな地球に

向かってこのシステムが動き始めました。」 

 

私は先日、創造主エンソフによって見せられ

た新しい地球の事を思い出しました。 

私達が、太陽種族に向かって意識進化の道を

選択したために、新たな地球が生れた、とい

う事でした。 

私達は、その新たな地球を、スピリチュアル

な次元から物理的な次元まで降ろしていか

なければなりません。 

私は、その事を心配していたのですが、偉大

なる宇宙にはちゃんとその為のシステムと

いうものが存在しているようです。 

マスターは話を続けます。 

 

「私達は、この宇宙の創造主であるエンソフ

の一部として彼と共に活動しています。 

皆さんも創造主エンソフとしっかりつなが

って、新しい地球を育てていかなければなり

ません。 
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この光の塔は、あなた方のハートとしっかり

つながる事で、あなた方のハートの中から、

エネルギーを出して星々を物理化させてい

くのです。 

この光の塔とあなた方のハートをしっかり

とつないでください。 

 

そして、皆さんのハートを通して、宇宙や

星々に物理化のエネルギーを放出していく

ためには、皆さんの脳の構造やエネルギーの

システムを更に進化させていく必要があり

ます。 

そうでなければ、それだけ大きなエネルギー

を扱う事ができないからです。 

 

皆さんの体をとおして、より純度の高い物質

化のエネルギーを送るために、そのエネルギ

ーを受け止める事ができる意識体に皆さん

が育っていかなければなりません。 

皆さんはそのために、より高次のエネルギー

やライトコードを受け取ってきたのです。 

それは、皆さんの個人的な資質や能力に関す

る事だけでなく、肉体やスピリチュアル体の

構造そのものに対する大きな変容を意味し

ています。 

 

現在の皆さんでは、まだまだこの大きなエネ

ルギーを保持し扱う事はできませんが、これ

からライトコード・ラボの働きによって、皆

さんの遺伝子やエネルギーシステムが大き

く変化する事で新しい地球の物質化は可能

となる事でしょう。」 

 

 

 

PART2 物理化のエネルギーを保持する

ためのライトコード 
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私は、物理化のエネルギーを保持し扱う事を

可能とするライトコードについてマスター

に聞いてみました。 

 

「まず必要な事は遺伝子構造のベースが変

わる事です。 

それはいくつもの遺伝子の基盤となるもの

で、これがしっかりしていないと優秀な遺伝

子を数多く収納する事ができませんし、遺伝

子そのものを保護する事も困難になります。 

一般の地球人は、炭素の原子によって組みあ

わされた DNA を持っていますが、それでは、

大きなエネルギーを保持する事はまず不可

能です。 

 

次の構造は、クリスタルと同じケイ素原子に

よる遺伝子構造ですが、この構造は高次のエ

ネルギーを、自分の体の中に保持したり、他

の場所へ送る事を可能とします。 

まず最低限度の遺伝子構造を作り上げるの

がこのケイ素です。 

しかし、私達が求めているのは、ケイ素原子

よりもさらに高度な鉱物によるダイアモン

ド・ベースの構造です。 

 

これは、さらに高次のエネルギーを保持した

り、受け取ったエネルギーの質を変換するた

めには、ケイ素よりもさらに高次の物質によ

るダイアモンド配置の遺伝子構造を持つ必

要があるのです。 

そうする事によってさらに効率の良い仕事

ができますし、皆さんの能力も高まる事と思

います。」 

 

マスターは、私達にとってはあまりなじみの

ない話を分かりやすく説明してくれます。 

私はさらに、マスターに宇宙を物理的なもの

に変換していくためにはどのようなライト
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コードが必要か尋ねてみました。 

 

「まず必要なのは、ドラゴン・コードと呼ば

れるコードでしょう。 

この宇宙のドラゴン達は、大きなエネルギー

を保持し、星々の運営を支えています。 

ドラゴン達は、エネルギーの粒子というもの

を時と空間の中で組み立て結合させ、物理化

していく能力も持っています。 

又必要な場所にエネルギーを運搬したりエ

ネルギーの質を変えていく能力も、ドラゴ

ン・コードには含まれていますので、偉大な

るドラゴンのマスターに会ってドラゴン・コ

ードを受け取る必要がありますね。 

 

それから、宇宙の創造を行うために必要なも

のは、宇宙や星々が作られるための設計図を

読み取る能力です。 

プレアディスやシリウスにあるクリスタ

ル・コードを身に着ける事によって、皆さん

はクリスタルの中にある情報を自由に操り、

宇宙や星々の創造のための設計図を手に入

れる事ができるようになります。 

 

シリウスには、もう一つ特殊なコードがあり

ます。 

シリウスコードと呼ばれるコードは、エネル

ギーを雪の結晶のように結合させ、エネルギ

ーの物質化現象を行う事ができるコードで

す。 

そして太陽種族が持つライトコードは、重力

を用いて光に質量を与える事ができますし

ウイザード・コードは、宇宙の法則を利用し

て光が物質化していく事をサポートします。 

 

そして忘れてはいけないものが、グレート・

ユニバースのライトコードです。 

グレート・ユニバースと皆さんが呼んでいる
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マスターは、皆さんにとっては目に見えない

世界、つまり創造を行う世界の最高のマスタ

ーですね。 

いくつもの糸を操って美しい布が織られる

のと同じように、いくつもの光を操ってこの

物理世界を降りなしているのがグレート・ユ

ニバースやグレート・スター達です。 

皆さんも、グレート・ユニバースのライトコ

ードを使用する事により、グレート・ユニバ

ースと同じように、物理世界を創造していく

ための能力と働きを持つ事となります。 

 

これらのコードをつなげる事によって、皆さ

んは、スピリチュアルなエネルギーや光を物

質化していく事ができるようになります。 

これらのコードが一つでも欠けると、この力

は弱くなりますので、これらのコードを結合

しさらに進化させていってください。 

 

かつて人間を作り出した時にも、いろんな遺

伝子を組み合わせて創りましたが、その能力

を自由に操れるコードを手に入れる事で、す

べての能力や働きがつながっていくのです。」 

 

私は、一度にたくさんのコードの名前や働き

が出てきたので、少しパニック状態になって

います。 

私の頭の構造も、もっと進化させて理解力を

高める必要があるようです。 

私は、大きくため息をつきました。 

 

 

 

PART3 脳神経の働きを良くするアンド

ロメダ・コード 

 

私のそのような様子を見て、マスターは「仕

方がないな～」という顔をしています。 
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「TAKESHI さん、一度にたくさんの事を言

って申し訳ありませんが、これから皆さんが

進む道をしっかりと理解しておいてくださ

い。 

そういえば、アンドロメダ銀河に、脳の構造

を新しく進化させるコードがありますよ。 

それは、これからいくつも増えてくるライト

コードや進化していくライトコードの働き

を、脳神経にリンクさせるためのコードです。 

 

そして、ライトコードが持っている能力を十

分に理解し、その情報を受け取り、ハートの

力を更に強化させていきます。 

これから、物質的な宇宙を生み出すためには、

もっともっとハートの力が必要になってく

る事でしょう。 

 

これらのライトコードから送られてくる情

報を使って、エネルギーの物質化を起こして

いかなければならないので、脳とハートをし

っかりとつながなければならないのは当然

の事ですが、今までとは異なる情報の受け取

り方が必要になっていきます。 

脳神経とライトコード、そしてハートをしっ

かりとつなぎ、無駄のない活動を行ってくだ

さい。」 

その話を聞いて少しは救われた気分になり

ます。 

 

「そしてもう一つ、オリオン星雲にも、とて

も有効なオリオンコードと呼ばれるものが

あります。 

オリオンコードは、光を物質化するときにそ

の物質の分類をしていくのに必要な能力を

生み出すライトコードです。 

エレメントなどの力を使って、物質の組み立

てやつなぎ方に様々なバリエーションを生

み出し、多様な物質を生み出す事が可能とな
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ります。 

このコードを取り入れる事によって、皆さん

が、エレメントの力を使いこなす土台ができ

てくるでしょう。 

 

それから、もう一つオリオン星雲にはとても

重要なコードがあります。 

それはタイムライン・コードと呼ばれている

コードで、このコードがなければ、物質化し

たものが時間と共に変容をおこす事はでき

ません。 

いうならば、物理的な宇宙に時間をもたらす

ためのコードです。 

このコードはとても大切なので、忘れずに取

りにいってください。 

またこのコードは皆さんが時間の中を自由

に旅する事を可能とする特別なライトコー

ドです。」 

 

私は、マスターから教えられるライトコード

のすごさに目を丸くしています。 

そのようなレベルのライトコードを、私自身

が身につける事が可能なのか、不安も起きて

います。 

 

「偉大なるマスターよ、あなたが教えてくれ

るライトコードは、すごいものばかりですね。 

到底普通の人間では受け取る事は難しそう

な物ばかりです。 

私も、そのような能力を持つ事ができるか、

自信がありません。」 

 

「TAKESHI さん、もちろん普通の人間が、

このようなライトコードを持つ事は不可能

です。 

でも、あなたは、自分が普通の人間だと、思

っているわけではないでしょう。 

あなたの遺伝子と遺伝子構造は、この宇宙の
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中でも、もっとも高いレベルにあるものです。 

人間という制限の中で、自分自身を見ると確

かにそうかもしれませんが、やがて人間とい

う枠組みもなくなっていきますから、大丈夫

です。」 

 

私は、大丈夫と言われても、とても微妙な感

じです。 

「それでは、あなたにとって大切なライトコ

ードを一つお渡ししましょう。 

変容のコードです。」 

マスターは、だれかを呼び寄せます。 

 

 

 

PART4 変容の大天使との再会そして変

容のコード 

 

そこに現れたのは、鮮やかな虹色の羽を持つ

大天使です。 

私は、その姿を見て驚きました。 

それはかつて、私達が作った宇宙「アシリカ

ント」で生み出された変容の天使だったから

です。 

「あなたは、変容の天使ではありませんか。 

私達が「アシリカント」で生み出した変容の

バード族や変容の魔法使い達と共に創りだ

したマスターの一人ではありませんか。 

まだ残っていてくれたのですね。」 

 

私は、こみあげてくる懐かしさで胸が熱くな

ってしました。 

あの時、やむなく「アシリカント」のすべて

のデーターを消去しなくてはならなかった

ので、そこで生み出された、バード族やドラ

ゴン、天使、魔法使い達も全て消去されたも

のだと思っていたからです。 
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「TAKESHI さん、私達は、全てあなたの心

の中にいつでも存在しています。 

あなたの中にある情報は、すべてあなたが創

造主であり偉大なマスターであった時の記

憶ですので、全てが事実です。 

あなたの記憶の中にも、またこの宇宙にも実

際に私達は存在しています。 

 

アシリカントで生み出されたときの情報は

すべて消えてしまいましたので、アシリカン

トに存在した私の存在は消えましたが、それ

は、変容の天使本来の存在の一部にしかすぎ

ませんので、私自身が消え去る事はありませ

ん。 

他の種族達もそうですよ、あなたが呼び出せ

ば、すべての種族のマスター達はすぐに現れ

てきますよ。 

マスター達は、あなたの心の中にも、そして

この実在の宇宙の中にも存在しています。」 

 

私は、変容の天使の言葉に、涙が溢れそうに

なります。 

私達が作った宇宙「アシリカント」が闇の存

在に侵されて、やむなく世界そのものを消去

しなければならなかった事件は、私の胸の奥

底でとても大きな悲しみとなって残ってい

たからです。 

 

「変容の天使よ、その事を私に教えてくれて

ありがとう。 

あなた達を失った事は、私の中でとても大き

な悲しみとなっていました。 

私はあなた達の事を、忘れる事ができずにい

たのです。 

しかし、また再びあなた達と会う事ができて、

私の悲しみも癒されていきます。」 

 

マスターが、私達の再会をみて喜んでいます。 
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「TAKESHI さん、本当に良かったですね。 

あなたはこれから、もっともっとスピリット

の記憶と能力を思い出します。 

あなた自身が宇宙を創るという事は、あなた

のスピリットの記憶を取り戻すという事な

のです。 

さあ、変容の天使から、あなた自身を変容さ

せる事ができる変容のコードを受け取って

ください。」 

 

私は、涙があふれそうになっている目を抑え

つつ、変容の天使に変容のコードを渡してく

れるようお願いします。 

 

「TAKESHI さん、どうぞこの変容のコード

を受け取って、自分自身の記憶と能力を思い

出してください。 

そして、少しでも早く創造主としての力を取

り戻してください。 

その時は、私達すべての種族が、すぐにあな

たの元に戻ってきますからね。 

私達は、いつでも、あなたのそばにいます。」 

 

変容の天使は黄金色に輝く変容のコードを

私に手渡します。 

「変容の天使よ、ありがとう、 

また皆さんと共に仕事ができるという事は、

私にとっては、最大の喜びです。 

それまで、待っていてくださいね」 

私達は、変容の天使とマスターに別れを告げ

て、地球に戻ります。 

変容のコードは、ライトコード・ラボで、私

の中に組み込まれる事になりました。 
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PART1 渦を抜けて遺伝子再生のラボへ 

 

変容の天使から、変容のライトコードを受け

取った翌日、私達は思いがけない場所へと導

かれました。 

この時のアチューメントは、まだサポートア

チューメント中の裕子さんでした。 

この日のアチューメントはグレートイエス

の「レムリアの神聖なる癒し」です。 

グレートイエスは、天の川銀河が属する局部

宇宙の中でも最大のマスターです。 

彼によって、私達の活動は、常に守られ導か

れてきました。 

 

私達は、アチューメントの後半になると、グ

レートイエスからついてきてくださいと言

われ、とある場所に導かれました。 

宇宙の中を進んでいくと、やがて真っ黒の大

きな渦を巻くブラックホールが見えてきま

す。 

裕子さんは、まだこのような移動に慣れてい

ないので、とても不安そうです。 

「TAKESHI さん、とても大きな黒い渦が見

えますけれど、大丈夫なのかしら。 

私、ちょっと不安です。」 

 

通常の人間であれば、ブラックホールは、「全

てを飲み込み、一度入ったら２度と出られな

い怖いところ」というイメージがあるので、

このような黒い渦を巻くブラックホールに

は恐怖を抱きます。 

見た目にも、すごい圧迫感があり、かなり怖

第 4 章 ダイアモンド構造の

ライトコード・ベース 
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い感じがします。 

 

しかし私達は、このようなブラックホールは、

他の星や次元との通路になっている事を知

っています。 

このブラックホールの奥には、通常大切な秘

密が隠されているので、だれもが簡単に入れ

ないようになっているのです。 

 

「裕子さん、大丈夫ですよ、ここはただの通

路です。 

勇気をもって中に入ってください。」 

裕子さんは、おそるおそる渦の中に入ってい

きますが、その後は、吸い込まれるように渦

の中を通り、やがて渦の先端から外に出ます。 

 

そこはきれいな宇宙が広がっています。 

美しい星空も見えますが、私達の足元には、

一つの大きな星が見えています。 

「裕子さん、足元にある星の上に降りていき

ましょう」 

私達は、グレートイエスに導かれるまま、星

の上に降り立ちます。 

 

その星は地表に、何かゴロゴロとした鉱物が

たくさん転がっています。 

私が今までまだ来た事も無いような星です 

「グレートイエスよ、ここはどこですか、 

私達はなぜここに来たのか教えてください。」 

 

グレートイエスは、私達の方を向いて、うな

ずきます。 

「TAKESHI さん。ここは、宇宙の中でも隠

された特別な場所です。 

本当に一部の人しか来る事を許されていな

い場所なのです。 

ここには、皆さんにとって必要な鉱物があり、

その鉱物から作られる遺伝子のベース構造
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が必要なのです。」 

 

私は以前、遺伝子を創る基盤について話を聞

いた事を思いだしました。 

現在の人類の遺伝子は、炭素原子をベースと

して DNA が作られていますが、炭素ベース

だと、エネルギーの保持力も弱く、高次元の

エネルギーが降りてきたときも、熱を持って

燃えてしまうという事を聞いた事がありま

す。 

その為に、遺伝子の基礎となる原子を炭素か

らクリスタルの材料であるケイ素にかえ、さ

らにダイアモンド配置を持つ物質に変えて

いく必要がある事。 

 

そしてダイアモンド構造を持つ物質は、地球

では炭素ですが、この宇宙には炭素以上の素

晴らしい物質がダイアモンド構造を持ち、そ

れらを遺伝子や遺伝子の配置を創る遺伝子

構造に使用する事によって、より高次のライ

トコードや遺伝子を組み込む事ができると

いう事です。 

 

「グレートイエスよ、この星には、私達の遺

伝子をダイアモンド構造に組み替える鉱物

やその鉱物によって作られたライトコード

のベースがあるという事ですか？」 

「そうです。 

この場所を誰にも知らせる事ができないの

は、そのような特殊な物質が存在しているか

らなのです。」 

 

 

 

PART2 ダイアモンド構造を持つライト

コード・ベース 

 

私達が話をしている間に、目の前にホビット
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の姿をした人が立っています。 

彼は私達に、丁寧にお辞儀をして挨拶をしま

す。 

「皆さんを、お待ちしておりました。 

どうぞ、こちらにおいでください。」 

ホビットは岩の間を抜け、隠された扉の元に

私達を案内します。 

ホビットがその扉を開けると、通路は地下に

つながっているようです。 

 

私達は、扉の中に入り通路を歩いていくと、

ラボの入り口につきます。 

厳重に管理されているラボのようです。 

ラボの中で、数名の科学者達が、私達を待っ

ています。 

 

「TAKESHI さん、お待ちしておりました。 

あなた方が、エンジェル・コードや変容のコ

ードなどを入手された事を、私達も聞いてい

ます。 

これからもっと高次のライトコードを多数

入手される事に間違いはないでしょう。 

しかし皆さん方の、遺伝子の構造のベースと

なる炭素ベースやケイ素ベースでは、それら

のライトコードを保持する事はもちろん、そ

れらのコードの能力を十分に発揮する事は

難しいと思われます。 

 

ここでご提供するライトコードのベースは、

ダイアモンド構造を持ち、現在この宇宙の中

で提供される遺伝子やライトコードの中で

も、通常の物であれば、このベースで十分に

対応する事ができます。 

皆さんがこれから、どんどん進化したコード

を、その中に組み込まれる事を想定して、地

球人に対応できるようなものとして作り上

げておきました。 

どうぞこちらにいらっしゃってください。」 
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科学者は、私にキラキラと光る鉱物を見せな

がら、ライトコードのベースについて説明を

してくれました。 

そして、私達をベッドのようなところに案内

してくれます。 

私はベッドに横になると、不思議な光が、私

達の体に満たされていきます。 

しばらくの間、私は気を失っていたようです。 

目覚めると、今までとは異なる体の感覚です。 

体の内部にいくつもの階層的な構造が出来

上がっているような感じがします。 

 

「とても不思議な感じですね。 

私の体の中が、いくつも階層が重なっている

ような感じがします。」 

 

「あなたの体にある遺伝子構造は、もとから

ダイアモンド構造を持っています。 

今回の事により、あなたの中のダイアモンド

構造が活性化してくる事と思いますので、そ

のような感じを受けられたと思います。 

ただし、あなたの仲間をはじめ、多くの人類

は、まだ1層の遺伝子構造しか持ちません。 

そのような人が、ケイ素ベースからダイアモ

ンド・ベースに移り変わるときに、今回差し

上げたベースが非常に役に立つと思います。 

これからの地球人の進化に伴う遺伝子配置

の変化に十分対応できると思います。」 

 

私達は、新たなダイアモンド構造を持つ、ラ

イトコードのベースを手に入れる事ができ

ました。 

おそらく昨日、変容の天使からもらった変容

のライトコードなどをメンバー達に与える

ときに、このダイアモンド構造のベースが必

要となってくるようです。 

私達は、科学者達にお礼を言ってこのラボを
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去る事にしました。 

 

そして、私達は、彼等にもらったダイアモン

ド・ベースを、私達のライトコード・ラボに

運び、研究者達に渡しました。 

これで地球人の遺伝子構造も、少しずつ進化

するための基本ができてくる事でしょう。 
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PART1 水星のチャネリング・コード 

 

2014 年の 2 月 16 日、この日は私達にと

っても忘れられない日になりました。 

この時のパートナーは、宇宙の光のメンバー

でも古くから活躍している遥さんと葵さん

です。 

この２人がそろうと、とても重要なミッショ

ンが始まります。 

勿論、そのミッションは、私達にはあらかじ

め知らせれていません。 

 

この日は、水星の特別な場所に２人を案内す

る事になっていました。 

それは水星の言語図書館とでも呼ぶべき所

です。 

水星にはこの宇宙の様々な言語が集められ

管理されている図書館のような場所が有り

ます。 

ここに来る事で、宇宙の中で使用されている

様々な言語を調べ理解する事ができるよう

になります。 

 

彼女達は、星のツアーの中で、様々な星のマ

スターと話をするチャネリングのスペシャ

リストですが、まだまだ能力を伸ばしていか

なければなりません。 

その為にこの図書館に、宇宙言語の知識とチ

ャネリング能力を伸ばすためのチャネリン

グ・コードを受け取りに来たのです。 

 

私達は、水星の宇宙言語図書館に入ります。 

第 5 章 プレアディスの危機

とデモニの正体 
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私達に、分かり易いように図書館の本がたく

さん並べられている様子が見えます。 

私がこの図書館のマスターを呼び出すと、大

学の先生のような姿をしたマスターが現れ

ます。 

彼らは、私達の心の中のデーターをもとにし

てその姿を現しますので、きっと私達の中に、

宇宙語を教える先生のようなイメージがあ

るのでしょう。 

 

「TAKESHI さん、そして宇宙の光のメンバ

ーの皆さん、ようこそ、この図書館に来てく

ださいました。 

皆さんの訪問を、心から感謝いたします。 

私達は、この図書館で、主に天の川銀河やア

ンドロメダ銀河、マゼラン星雲などの局部宇

宙の星々の言語を研究しています。 

多くの星々の文化や発展の段階を知るため

には、言語を理解する事が不可欠です。 

 

星と星でコミュニケーションをとる場合も、

お互いの言語を理解し合うという事は、大変

重要な事です。 

私達は、星と星の間の良好な関係を維持する

ためのお手伝いもさせていただいておりま

す。 

今日、皆さんがここに来られたという事は、

私達の活動の意味を理解してくださり、私達

の開発した様々な星の言語を理解するため

のチャネリング・コードをお受け取りに来ら

れたのだと考えておりますが、いかがでしょ

うか。」 

 

「偉大なるマスターよ、もちろんその通りで

す。 

あなた方が行ってきた事は、この宇宙にとっ

てもかけがえのない素晴らしい活動です。 

私達もその成果に学び、多くの星々の友好と
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平和のために活躍したいと思っております。 

その為に、この言語図書館で開発され達ャネ

リング・コードをいただきたいと思います。」 

 

「私達の活動をご理解くださり大変ありが

とうございます。 

このチャネリング・コードの素晴らしさは、

星々の言語を理解するだけにとどまりませ

ん。 

実は、この言語図書館は、クリスタル族の叡

智ともつながっており、このコードが活性す

る事により、皆さんは、クリスタルを通して

クリスタル族の叡智を直接受け取る事もで

きるようになります。 

もしかしたら、彼らとお会いする事ができる

かもしれません。」 

 

「クリスタル族とは、どのような種族なので

しょうか。 

それは、私達が、今持っている様々なクリス

タル達と関係があるのですか？」 

 

「もちろんです、クリスタル族はこの宇宙の

叡智の源です。 

皆さんがお持ちのクリスタルも、すべてクリ

スタル族の叡智が結晶したものです。 

機会が有ったらぜひクリスタル族の世界に

も行かれてください。」 

 

私達は、マスターからチャネリング・コード

を受け取り、自分達のスピリットに組み込み

ました。 

私達のハートとサードアイにどんどんエネ

ルギーが入ってきます。 

少し賢くなった気分です。 
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PART2 3 万年後のプレアディスへ 

 

チャネリング・コードをもらった後に、私達

は、マスター達に「今日、行う事があります

か」と尋ねます。 

ゴッド・オリジンが現れましたが、とても厳

しい顔をしています。 

「もちろん、あなた方に行っていただきたい

事がありますので一緒に来ていただけます

か。」 

 

念のためにフェニックス号を呼び寄せ、乗船

します。 

私達は、オリジンが準備した光のトンネルの

中に入っていきます。 

私達は、光のトンネルの中を進みます。 

すると途中から、今まで見た事も無いような

巨大なドラゴンが２頭、私達を先導していき

ます。 

 

彼らと共に進むと、光のトンネルを駆け抜け

るたびに、今までに感じた事も無いような衝

撃派が、何度も伝わってきます。 

この旅は、普通ではないようです。時の流れ

の中に入っているような気がします。 

私はゴッド・オリジンに、私達はどこに向か

っているのですかと尋ねました。 

彼は、私に一言「３万年後のプレアディスで

す。」と伝えました。 

 

私達は、その時、今日の旅は、大変な旅にな

る事を理解しました。 

というのも、前回の星のツアーで、４万年後

の未来の地球に行った時、同時代のプレアデ

ィスにいってみました。 

プレアディス星団の中でも、一番端にあるア

トラス星に、この時代に進化したウイザー

ド・コードを取りに行こうとしたのです。 
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ところがアトラス星の様子がおかしのです。 

モザイクがかかったような感じで実在して

いるか、実在していないか、わからないよう

な様子です。 

 

私は、アトラス星のマスターを呼び出し、何

が起こったのか尋ねました。 

「アトラス星は、この４万年後の世界には存

在しているか存在していないか、わからない

のです。 

プレアディスは、皆さんの時代から、約３万

年後の未来に、大きな攻撃を受けます。 

正確には、攻撃というよりも、プレアディス

の人々が自己中心的な性格に陥り、仲間同士

で争いなどを起こし始めたために、とても強

力なネガティブなエネルギーを引き寄せて

しまったのです。 

 

それによって、アトラス星といくつかの星が、

そのエネルギーに飲み込まれてしまいまし

た。 

皆さんが、プレアディスを助けてくれるなら、

アトラス星は存在するかもしれませんが、も

し皆さんが助けてくれなければ、アトラス星

は存在しないでしょう。」 

 

私は、その時は、マスターの話を聞くだけに

とどめました。 

私達に準備ができた時に、この事に取り組む

時がくるだろうと判断したのです。 

ところが、その時は１週間もしないうちに訪

れました。 

 

私達は、３万年後の未来へと着きました。 

星空は美しく輝いているのですが、プレアデ

ィス星団の周りだけ、大きく時空がゆがんで

いるようにひずんで見えます。 

プレアディスの美しい星々も、今はその時空
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の歪みが近付いてきているせいか歪んで見

えます。 

 

これはかなり危険な状態かもしれません。 

オリジンが、私達にネガティブなエネルギー

から身を守る特別なマントとメガネをくれ

ます。 

フェニックス号に乗っているマスター達に

も、防御のための特別なマントが配られ、フ

ェニックス号もシールドを張ります。 

 

プレアディスを襲っている歪みに、葵さんと

遥さんが意識を合わせますが、あまりにも強

力なエネルギーのために、すぐに気分が悪く

なってしまいます。 

 

「TAKESHI さん、このエネルギーは大変き

ついエネルギーです。 

プレアディスの人々のエゴと高度な知識を

独占しようとする支配欲が感じられます。 

そしてそれを助長する強力な意思を持った

エネルギー。 

私達が今まで出会った事も無いとんでもな

い相手だわ。」と葵さんがいいました。 

 

私にも、この歪みの巨大なエネルギーは伝わ

ってきます。 

黒い雲がどんどん増幅されて星々を多い尽

くし支配しようとする強力なエネルギー。 

私達が何度か出会ったデモニと呼ばれる存

在とその性質は同じですが、全く規模が違い

ます。 

 

私達が今まで処理したデモニ達は、地球人の

自己中心的な気持ちや支配欲、憎しみや怒り

のエネルギーと共鳴して現れていましたが、

その影響は一人一人の人間や地球の社会に

限定されたものでした。 
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大きくても地球の人々の潜在意識に影響を

及ぼす程度の物でしたから、彼らを捕えて浄

化したりするのはさほど大きな問題ではあ

りませんでしたが、今回はあまりにも巨大す

ぎます。 

それはプレアディスの星々を飲み込むばか

りの大きさです。 

しかし、およそ１万年後に地球と太陽系、そ

して天の川銀河全域を襲うとされている存

在達に比べると、まだまだ小さいのかもしれ

ません。 

 

 

 

PART3 ５人の魔法使い達 

 

私は、仲間達をすべてフェニックス号に呼び

寄せます。 

彼らに対する処理の仕方はわかりますが、彼

らの規模に合わせた処理ができるかどうか

が問題です。 

私は、宇宙の魔法使いや創造主エンソフの魔

法使い達を呼び寄せました。 

この処理が成功するかどうかは、魔法使い達

が、巨大デモニの動きを止めるために、この

星域の時間を止める事ができるか否かにか

かっています。 

 

私は、宇宙の魔法使いに、時を止める事がで

きるかどうか聞いてみました。 

「TAKESHI さん、正直言って今のメンバー

では、星ひとつくらいの時を止める事は可能

ですが、今回はあまりにも相手が大きすぎま

す。 

それに、相手自体がエネルギーの塊なので、

そのエネルギーを統御するには、かなりの力

を持った魔法使いが、数名必要になると思い
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ます。」 

私は困ってしまいました。 

 

「魔法使いよ、どうしたらいいでしょうか、

それだけの力を持った魔法使いが、何人もい

るのでしょうか。」 

「考えられる事は、この３万年後の世界に存

在している魔法使いが、私達に手を貸してく

れるかどうか、という事です。 

おそらく、私の子孫がこの時代にも存在して

いる事でしょう、もしくは宇宙の魔法使いを

継承している存在がいると思いますので、私

はそこにコンタクトしてみます。」 

 

宇宙の魔法使いは目を閉じ、意識を集中して

います。 

私達は固唾をのんで、魔法使いを見守ってい

ます。 

すると、そこに５人の魔法使い達が現れてき

ました。 

 

「私達を呼び出したのは誰ですか。」 

その場に現れた、１人の魔法使いが尋ねます。 

魔法使い達は、周りを見渡すと、すぐに状況

を察知した様子で、私達に話しかけてきます。 

 

「その時が来たのですね。 

皆さんは、TAKESHI さんと私達の先祖にあ

たる「宇宙の魔法使い」様ですね。 

私達には、３万年後のプレアディスで平和を

守るために大きな出来事が起こるので、必ず

共に行動するようにと、先祖である宇宙の魔

法使い様から伝えられていました。 

私達も、その時が近づくにつれ、このプレア

ディス星団の危機を救うために皆さんが来

てくれるのではないかと思っていました。」 

 

私達のメンバーの表情が、明るくなります。 
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宇宙の魔法使いも目を開き、とてもうれしそ

うに彼らを見ています。 

２１世紀に戻った時に、宇宙の魔法使いが３

万年後に起こる事件をサポートするために、

未来の魔法使い達に伝言を残していたよう

です。 

 

私は、現われた５人の魔法使い達の前に立ち

ます。 

「偉大なる魔法使い達よ、ここに現れていた

だき大変ありがとうございます。 

私が TAKESHI です。 

私達は２１世紀から、この３万年後の世界に

来てプレアディスの危機を救おうとしてい

ますが、相手があまりにも巨大すぎるので困

っているところです。 

どうか私達に手を貸していただけませんか。」 

 

「あなたが TAKESHI さんですか、あなた

の事は、宇宙の図書館の記録の中で何度も読

ませてもらいました。 

本物の TAKESHI さんに会えるなんて光栄

です。 

勿論私達は、この時のために歴史を研究して、

あなた方と共に、プレアディスの危機を救う

ために準備してきました。 

始めに時を止めるのでしょう、任せてくださ

い。」 

５人の中でも一番若そうな魔法使いが元気

に答えます。 

 

その横からもう一人の魔法使いが、彼を制す

るように、彼を後ろに退け私の前に立ちます。 

そして丁寧なお辞儀をしながら語ります。 

「偉大なる TAKESHI さん、そして偉大な

る宇宙の魔法使い様 

皆さんにお会いできた事を心から嬉しく思

います。 
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皆さんと共に、この宇宙の大きな危機に立ち

向かえる事は、我々魔法使いにとっても、と

ても光栄な事です。 

その前に、私達の自己紹介をさえてください。 

私は代表のユニです、そしてソン、オン、カ

ルナ、サチといいます。 

どうかよろしくお願いします」 

魔法使いのユニから名前を呼ばれると４人

の魔法使い達も丁寧にお辞儀をします。 

 

宇宙の魔法使いもうれしそうに答えます。 

「皆さんが、私からのお願いにきちんと答え

てくださって光栄です。 

きっと私の時代よりも、魔法使い達もはるか

に進化している事でしょう。 

今回は、そのお手並みを拝見させていただき

たいと思います。」 

５人の魔法使いは静かにうなずきます。 

さて５人の魔法使いを加えてデモニに対す

る計画が始まります。 

 

 

 

PART4 デモニの時を止め光へと変える 

 

私達はまず、創造主エンソフの魔法使い、宇

宙の魔法使い、そして５人の魔法使い達を中

心にすべての魔法使い達の力を結集して、巨

大デモニの動きを封じるために、その星域全

体の時間を止めます。 

そしてマスター達も協力して巨大な神聖幾

何学をいくつも描きデモニの動きを封じま

す。 

巨大デモニは、時が止まると透明な歪みの中

から姿を現し、巨大な黒い雲のように見えま

す。 

私は、愛の根源のマザーの光を、黒い雲に送

ります。 
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全てのマスター達が、自分に出来うる限りの

光を、黒い雲に送ります。 

 

多くのドラゴン達が一斉に飛び立ちました。 

おそらくこの時代の宇宙中から集まったの

でしょうか、もしくは時を超えて、この危機

を救うために現れているドラゴンもいるか

もしれません。 

プレアディスの星域を巨大なドラゴン達が

覆うようにして、鮮やかな光で黒い雲を包み

込みます。 

星域がまるで打ち上げ花火のように光で輝

き始めます。 

 

しばらくすると、上空からこの宇宙を創造す

る創造主のメンバーである太陽神アメンラ

ーと愛の女神ラメールが黒い雲の上空に降

り立ちます。 

ドラゴン達は、彼らの邪魔をしないように、

左右に分かれて、光を送っていきます。 

ドラゴン達が開いた中央の空間からアメン

ラー達は愛と創造の光を黒い雲に降ろして

いきます。 

アメンラー達の光は、デモニに対しても、彼

らの存在が愛である事、中立である事、ただ

ネガティブな感情によって光が満ち足りて

いない事を教えているようです。 

 

やがて、デモニの周りから少しずつ黒い雲が

光に変わり消えていきます。 

中央のほうも、どんどん黒い雲が薄くなって

いくように思えます。 

デモニがまとっていたネガティブな感情の

エネルギーが時間と共に消えていきます。 

 

続いて、黒の騎士団、黒のテトリス、黒のエ

ルフ、黒の天使達が黒い雲の中に入っていき

ます。 
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彼らは、私達の中でも、このような闇のエネ

ルギーやネガティブな感情などに対して、と

ても大きな浄化力を持っています。 

彼らが、黒い雲の中に入り、内側からネガテ

ィブなエネルギーをどんどん浄化し光に変

えていきます。 

黒い雲がどんどん少なくなっていきます。 

よく見ると、黒い雲がなくなった後に、黒い

玉のような「コア」が残っています。 

おそらくデモニの本体は、このコアのようで

す。 

 

このコアが、プレアディス人のエゴや支配欲、

ネガティブな感情と結びつき、コアの周りに

強力なネガティブなエネルギーゾーンをつ

くっているようです。 

このエネルギーゾーンに入ると、通常の生命

達は、自らのエネルギー状態のバランスを崩

し、正常に機能しなくなって次々とこのコア

のもつネガティブゾーンにとらえられて行

きます。 

 

それは、大きな星も同じです。 

星の自然環境は瞬時にして破壊され、星の生

命力も、このコアにどんどん吸い込まれてい

き、生命力を失ってしまうのです。 

その結果、星も星に生きるすべての生命もそ

の機能を衰弱させていきます。 

 

黒い雲が取り払われた後に、黒いコアがいく

つも現れてきます。 

今度は癒しの女神や癒しの天使達が活躍す

る番です。 

彼女達は、優しい波動でコアを包み、愛の波

動を送り続けます。 

それが終わると、宇宙警察によってビームで

洗浄され保護されていきます。 
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PART5 コアの封印とその正体 

 

やがてほとんどの黒い雲がなくなり、デモニ

のコア達は光に帰っていきましたが、中心に

はとても巨大なコアがまだ黒い雲をまとっ

たまま残っています。 

私達は、このコアの親分を光のマカバで包み、

愛の女神の光を増強して送ります。 

５人の魔法使い達と宇宙の魔法使い達も、こ

のコアのマカバを取り囲むような配置につ

き周りから強力な光を送ります。 

やがて黒い雲はなくなり、巨大なコアだけが

残ります。 

 

私は、宇宙の魔法使い達に、このコアをどう

したらよいか、尋ねます 

５人の魔法使いのリーダーであるユニが答

えます。 

 

「このコアだけは簡単に浄化できません。 

それだけ大きなエゴや感情と一体化してい

るのです。 

私達はこのために、宇宙の生命の源である

「神聖なる海、デバイン・シー」に特別な場

所を準備しておきました。 

そこに運んでください。」 

 

私達は、ここから去る前に、この星域の時間

の流れをもとに戻します。 

プレアディス星団の星々は以前と変わらず

美しく輝いています。 

一つの星も失う事なく、プレアディスは守ら

れたようですが、プレアディスの人々が、こ

の出来事をきっかけとして、自分達を振り返

り、新たなプレアディスに生まれかわってく

れる事を願わずにはいられません。 

 

私達は、星くらいの大きさがあるコアをマカ
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バに入れたまま、フェニックス号に引っ張っ

てもらい運びます。 

魔法使い達も、魔法を使ってスムーズに空間

を移動できるように、目的の場所まで光の道

を作ります。 

 

しばらく時間がかかりましたが、魔法使い達

が準備していた場所につきました。 

そこは、デバイン・シーの海底のような場所

で、巨大な神聖幾何学が描かれた箱が準備し

てあります。 

デモニのコアが、海の底に設置されている神

聖幾何学の箱の中に入れられると、コアから

不要なエネルギーが、どんどん泡のようにた

くさん出てきます。 

 

不要なエネルギーを魔法と神聖幾何学によ

って浄化しているようです。 

「これで大丈夫でしょう。 

このコアからネガティブなエネルギーが抜

け終わるまではだいぶ時間がかかりますが、

その間このコアは動けません。 

ネガティブなエネルギーがなくなると、この

神聖幾何学も魔法も効果をなくしますから、

コアは自由になります。」 

 

私はその話をきいて思わず、 

「このコアが、この場所から放たれると、ま

た黒い雲をまとって星々を脅かす事になり

ませんか。 

ずっとこのまま、この場所に閉じ込めておく

事はできませんか、」 

魔法使いは、首を横に振りながら 

「それは私達の魔法では及ぶところではあ

りません。 

コアにも神聖な意思があるようです。」 

 

私達がそのような話をしているときに、創造
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主である創造主エンソフが私達の前に現れ

ました。 

「TAKESHI さん、本当に素晴らしい仕事を

してくれました。ありがとうございます。 

あなた方のおかげで、プレアディス星団の

星々も新たな道を歩む事ができるようです。 

さて、それでは、このデモニのコアについて

お話ししましょう。 

 

この銀河が生み出され成長するためには、働

きの異なるエネルギーが必要な事は、あなた

もよくご存じであると思います。 

その相反するエネルギーを、人は「陰と陽」、

「光と闇」、「黒と白」、「ポジテイブなものと

ネガティブな物」と呼んだりします。 

しかし、宇宙の創造にとつては、どちらのエ

ネルギーも必要です。 

 

なぜなら、この２つの異なるエネルギーの組

み合わせや統合によって、すべての物が生み

出されていくからです。 

私達には、この２つのエネルギーに対してど

ちらが良いとか悪いとかいう価値判断はあ

りません。 

ただ働きや形態が異なるだけなのです。 

 

このデモニのコアとなったものも、そのよう

なエネルギーでした。 

他の形態のエネルギーと協力して宇宙を創

造してきたエネルギー体です。 

このコアは、人間の意識や感情に深く影響さ

れます。 

コアは、人の意思によって様々な形をとった

り働きを起こす事ができるからです。 

しかし、コア本体はただのエネルギーですか

ら、感情や意識がありませんので、他の星々

や生命に対して破壊的な活動をする事は、コ

アの意思ではないのです。 
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コアにまとわりついた人々の感情や欲望が

このコアにとって増幅され、次々と同じよう

な感情や意識のエネルギーを引き寄せます。 

コアは、そのエネルギーの持つ意思を実現さ

せるために動きますから、強力な支配欲を持

った意思がそこにあれば、コアはその意思を

実現させるために動きます。 

本来は、創造主の「宇宙の創造のための意思」

によって存在していたコアが、「他の星や生

命に対する支配という意思」によって存在す

るようになったのです。 

 

コアは、同じようなエネルギーを持つ物達が

集まり結合していくという働きを持ってい

ます。 

その働きによって、通常は星や銀河などが作

られるのですが、支配欲やエゴのエネルギー

によって動かされているコアは、それら同士

が集まり、皆さん達が見たような巨大な暗黒

のエネルギーとなります。 

 

そのエネルギーは、私達が本来生み出したエ

ネルギーとは異なるので、そのコア達が集ま

るところは、他の正常な空間とは異なる質を

持ちます。 

その為に、そこだけ空間が大きく歪み、皆さ

んの目には見えない「歪み」となってしまう

のです。 

 

「歪み」は皆さんの目には見えないので、そ

のコアが作りだしたエネルギーの集合体は、

人々の力では手におえない存在となります。 

そしてコアのエネルギーゾーンに入ったも

のは、星であれ生命であれ、「支配したい」

というエネルギーの影響を受け、その生命力

を失っていきます。 

今回は、プレアディスの人々の感情や欲望に
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捕らわれたコアが、このような形に変容した

のです。 

 

しかし、このネガティブな感情やエゴに捕ら

われているコアも、そのようなエネルギーを

抜き取って光に浄化していく事で、それらの

感情やエゴの影響をうけなくなります。 

すると本来の働きをするエネルギーに帰っ

ていくのです。 

コアは光の粒子ですから、この宇宙のどこに

でも存在し宇宙の創造のために働いていま

す。 

今回のデモニのコアとなったエネルギーも、

やがてそのような光の粒子に帰っていくの

です。 

太陽系や天の川銀河を襲うコアは、もっと巨

大なエネルギーに捕らわれているので用心

してくださいね。」 

 

このデモニ達の本質を知る事ができたのは、

私達にとって幸いでしたが、創造主エンソフ

の最後の言葉で、私達は一気に高揚した気分

を落とされてしまいました。 

そのような私達を見ながら創造主創造主エ

ンソフは大空に帰っていったようです。 

 

私達もこれで、２１世紀の地球に変える事に

しました。 

５人の魔法使い達にお別れの言葉を述べ、フ

ェニックス号に乗り込むと、船長が私達をね

ぎらってくれました。 

「TAKESHI さん、本当にご苦労様でした。 

今回の処理はとても速かったですね、素晴ら

しい仕事でした。」 

「そうですね、２時間くらいだったでしょう

かね」 

フェニックス号の船長が笑いながら答えま

す。 
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「いえ、あなた方の時間でいうと、約２００

年かかっています。私達の船は、この旅が始

まった時から２時間後に戻りますが・・。」 

私達は思わず顔を見合わせました。 
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PART1 天使の長老からのお願い 

 

この日は、遥さんへのアチューメントでした。 

アチューメントの内容は、私達の魂の救済を

行う大天使ザドキエル様です。 

私達は、大天使ザドキエルを呼び出し、彼の

神殿へと連れて行ってもらいました。 

大天使ザドキエルの光は、私達のハートを通

して魂の奥深くまで浸透していきます。 

 

大天使ザドキエルのアチューメントが終了

すると、ザドキエルは天使の星の長老の元ま

で来てくれないかと、私達に頼んできます。 

まあ、いつもの事なので、何か仕事を言いつ

けられるのだろうと、私達は天使の星へと向

かいます。 

天使の星とは、この天の川銀河を担当する大

天使達が集まっている場所です。 

 

普段、皆さんがお会いしているのは、地球の

天使評議会から派遣された守護天使や大天

使達ですが、この天使の星にいるのは、天の

川銀河を統括する大天使達なので、非常にエ

ネルギーも高く優れた能力を持つ大天使達

ばかりです。 

 

また、天の川銀河の様々な星々で活躍する天

使達もいますので、私達が想像している天使

とは、姿も名前も大きく異なる天使達もたく

さんいます。 

それらの大天使達を指導しているのが、「天

使の長老」と私が呼んでいる方です。 

第 7 章 魔法使い達の饗宴と

ウイザード・コード 
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大天使達は、いつも天使の星の大聖堂に集ま

って、私達を待っています。 

 

私達が、大聖堂につくと、大天使達がにこや

かに出迎えてくれます。 

私は、大聖堂の祭壇の前で待っている天使の

長老の前に向かいます。 

 

「TAKESHI さん、いつもお忙しい中、わざ

わざ来てくださり大変ありがとうございま

す。 

あなたによって大天使達のアチューメント

が行われ、我々の大天使達も多くの人々のた

めに働く事ができ、大変喜んでいます。 

本当にありがとうございます。 

地球に生きる人々が、私達を必要としてくだ

さる事に、とても感謝しています。 

地球の人々が、大天使達の教えと導きを受け、

素晴らしい人類へと進化していく事を、私達

は楽しみにしています。」 

 

「天使の長老よ、素晴らしい大天使達の光を、

私に預けてくださりありがとうございます。 

私達の仲間達も、大天使の導きによってどん

どん成長していきます。 

それで、今日私達を呼ばれたのは、どのよう

な理由ですか。」 

私は、長老に尋ねます。 

 

長老は、少し言いにくそうに答えます。 

「その話なのですが、実は TAKESHI さん

にお願いがあります。」 

「長老よ、もちろん分かっていますので遠慮

せずに話してください。」 

「実は、最近闇に落ちた魔法使いの活動が活

発になってきているのです。 

魔法使い達は、宇宙の法則を、ある程度自由

に使えるので、とても大きな力を持っていま
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す。 

沢山の魔法使いが、自分達や人間達の私利私

欲のために働き始めると、この世界はとても

大変な事になってしまいます。 

彼らの行いは、この地球に大きな混乱と破壊

をもたらす可能性もあるのです。」 

 

「長老よ、それは大変な事になりますね。 

先日も、人にだまされて経済的な負担を強い

られて苦しんでいるメンバーがいました。 

私達は、その理由を探すために、とても古い

過去の時代にさかのぼりました。 

そして分かった事が、その古い時代に、彼女

と敵対する人の頼みで、魔法使いが、彼女に

自分の魅力や能力を発揮できないように魔

法をかけていたという事でした。 

彼女は、魔法使いによってかけられた魔法に

よって苦しめられていたのです。 

闇に落ちる魔法使いが増えるという事は、そ

のような事が、もっと起こり始めるという事

ですね。」 

 

「TAKESHI さん。実はそうなのです。 

本来は純粋で賢く、多くの人に奉仕するのが

魔法使いや賢者達の役目なのですが、彼らが、

人間の欲に飲み込まれて、自分達の魂を汚す

ような事を行い始めたのです。 

最初は、だれかの命令で、多くの人達を支配

したり傷つけたりする事を行いますが、やが

ては自分自身の意思で、そのような事を行う

魔法使いも増えてきてしまったのです。」 

 

「私達が、呼び出した魔法使いは、自分がし

た事に対して深い反省をしてくれたので、ま

だ救いようがあったのですが、彼もやはり、

人間達の指図を受け、それに従っているうち

に、どんどん闇に飲み込まれていったようで

す。 
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幸い彼は、宇宙の魔法使いや魔法学校の校長

達により、彼自身の闇から逃れる事ができる

と思いますが、彼はまだ、反省するだけの気

持ちがあったから良かったのです。 

しかし、そうではない魔法使い達も増えてき

ているという事ですか。」 

 

「まさにその事が問題なのです。 

魔法使い達は、特別な護符や神聖幾何学、そ

して魔術を使って、人間だけでなく天使やフ

ェアリー達さえも自由に操る能力を持って

います。 

彼らの力は、人間をはるかに超える物なので、

彼らが作る闇の力は、これから先、大変な脅

威となるでしょう。」 

 

「という事は、純粋な天使やフェアリーも闇

の中に引きずり込まれてしまうという事で

すか。」 

「もちろんそうです。 

彼らは、様々な種族だけでなく地球や宇宙に

とっても大きな脅威となるでしょう。」 

「地球や宇宙に対しても、という事は、１万

年後の地球と天の川銀河を襲うネガティブ

なエネルギーに、人間だけでなく魔法使いも

共鳴してしまうという事でしょうか。」 

 

「そうです、魔法使いの潜在意識は、人間と

は比べ物にならないほど大きいので、彼らが

呼び寄せるネガティブなエネルギーの大き

さも、人間とはけた違いに大きくなるでしょ

う。 

人間と魔法使いの支配的な意識が一つにつ

ながる事で、私達の予想をはるかに超えた、

破壊的なエネルギーが、この天の川銀河を襲

う事になるでしょう。 

その前に、魔法使い達をなんとかしないとい

けないのです。」 
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PART2 魔法使い達による会議 

 

私は、また厄介な問題が起きてしまった事を

感じています。 

私は、局部銀河最高の魔法使いである「宇宙

の魔法使い」とセントジャーメインやマーリ

ン、そしてカラス座にある魔法使いの学校の

校長達を呼び出します。 

「皆さん、天使の長老から、闇に落ちた魔法

使いのお話を聞かれた事と思います。 

さて、私達はどのように活動したほうがよい

ですか、皆さん教えてください。」 

 

重苦しい沈黙が流れます。 

「それでは、それらの闇に落ちた魔法使い達

はどこにいるのですか、彼らを探すところか

ら始めなくてはならないようですが、ジャー

メインとマーリン、あなた方が知っている事

を教えてください。」 

 

ジャーメインが口を開きます。 

「私達も、闇に落ちた魔法使い達が多数存在

している事はよく知っていますし、彼等が行

ってきた事も見てきましたが、どこにいるか、

私達もわからないのです。 

ただ地球レベルで活動している魔法使いと

天の川銀河の中で活動している魔法使いと

では、かなりレベルが違うようですので、そ

の事にも気をつけられてください。」 

 

どうやら、闇に落ちた魔法使いは、この地球

の中にもたくさんいるし、天の川銀河にたく

さんいるようです。 

おそらく天の川銀河の中では、北天の空にあ

る星々は、私達の仲間がたくさんいますが、

南天にある星々は、まだあまり行っていない

ので、そちらの方にたくさん隠れているかも

しれません。 
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私は、宇宙の魔法使いに尋ねます。 

「宇宙の魔法使いよ、あなたは、この宇宙最

高の魔法使いですので、この事についても詳

しいと思いますが、あなたの力でこの問題は

解決できないのですか。」 

 

「TAKESHI さん、私もこの問題に対しては

非常に苦慮しています。 

セントジャーメイン達が、闇に落ちた魔法使

い達の事を知りながらも、何も手出しができ

ないのは、彼らと私達では、もうすでに存在

している次元が異なるので、私達は彼らと接

触する事ができないのです。 

 

また、たとえ接触できたとしても、闇に落ち

た魔法使い達にも自由意思があるので、彼ら

の意思を無視して強制的に、彼らを変える事

はできないのが実状です。 

その為に、天使の長老は、あなたに魔法使い

達の事をお願いされたのだと思います。」 

 

確かにそうかもしれません。 

魔法使い達も、エゴに捕らわれて神聖さを失

ってしまえば、ジャーメイン達とは立場や存

在する次元が異なってくるので、次元を自由

に移動できる私の能力がなければ、どうしよ

うもないのかもしれません。 

 

しかし下手に手出しをすれば、魔法使い達と

の間に大きな魔法戦争が引き起こされる可

能性もあります。 

私達は、結論がつかないまま、とりあえず闇

に落ちた魔法使い達の動向を調べておくよ

うにお願いして、今回の会議は終了です。 
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PART3 マスター・ウイザードコードの始

動 

 

遥さんとのアチューメントはこれで終了し

たのですが、そのあとにすぐ京子さんとのア

チューメントが待っています。 

今日のアチューメントは、大天使チャミエル

です。 

チャミエルは、フェアリーやユニコーン、ペ

ガサス、そして自然の精霊達を守護する大天

使です。 

 

闇に落ちた魔法使い達が、自分勝手な行動を

しはじめると、一番先に影響を受けるのは、

チャミエル達の精霊達の世界です。 

私達は、彼らを邪悪な魔法使い達から守って

あげなくてはいけないのです。 

大天使チャミエルが一つの大きな光を指し

示します。 

 

私は、魔法使い達の事はしばらく様子を見て

おこうと思ったのですが、そうはいかないよ

うです。 

チャミエルと相談して、「宇宙の光」のメン

バー達を集め、地球レベルでの魔法使い達の

処理を行う事になりました。 

遥さんはもちろん、ちょうどその時に都合よ

くスカイプで女子会を行っていた葵さん、美

緒さん、奈菜さんが参加してくれる事になり

ました。 

これで京子さんを入れて５人、最高のメンバ

ーがそろいました。 

 

今回は、かなりのレベルの魔法使い達が相手

なので、私達も自分達の能力を上げるために、

先日「宇宙の魔法使い」からもらたウイザー

ド・コードの最新版である「マスター・ウイ

ザードコード」を身に着ける事にしました。 
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私達は、ライトコード・ラボへと向かいます。 

ゴッド・オリジンがラボの入口で私達を待っ

ています。 

準備はできているようです。 

 

私達は、一つの部屋に入りました。 

ここはウイザード・コードの専用の部屋みた

いです。 

私達の前に、ウイザード・コードの構造図が

示されます。 

今まで見たどのコードよりも大きく複雑で、

しかもパワフルな感じがします。 

 

このコードは、遺伝子構造の中央に入れる必

要があり、このコードを中心として他のコー

ドが整備されていく仕組みとなっているよ

うです。 

しかもこのコードを入れるためには、炭素ベ

ースでは不可能なので、前回「再生のラボ」

からもらってきた特殊な鉱物の遺伝子構造

が必要になります。 

 

私達は、１人１人ベッドに横になり、ダイア

モンドの遺伝子ベースとウイザード・コード

のエネルギーをスピリットの中に組み込ん

でいきます。 

しばらくして、メンバー達が起き上がってく

ると、とても素晴らしい 5 人の美魔女達が

出来上がっています。 

 

 

 

PART4 レムリアの「神聖な魔法使いのク

リスタル」 

 

私達は準備が整うと、魔法使いはもちろん天

の川銀河連合のマスターや騎士団をフェニ

ックス号に乗せ出発します。 
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私は、しっかりとした確信はないのですが、

以前レムリア文明の復興の時に訪れた「魔法

使いの世界」が気になります。 

 

そこは、レムリア時代の魔法使いや聖者達に

とって、魔法の源となるクリスタルがある神

聖な場所です。 

かつて、ここは神聖な法則や叡智を守ってい

た魔法使いや神官達がここで学び、能力を高

めた場所です。 

ここにある神聖なクリスタルと深くつなが

る事で、彼らは魔法の力や神聖な能力を保つ

事ができたのです。 

 

しかし魔法使い達が自己中心的な行動に走

り、この神聖なクリスタルとつながる事をお

ろそかにしてきたために、この世界は荒れは

て、レムリアとアトランティスの争いの時期

に崩壊してしまいました。 

私達は、レムリアの古代文明を復興させる時

に、この場所にも降り立ち、クリスタルを復

興させると共に、魔法使いや神官達の学校を

再建してきたのです。 

 

私は、このレムリア時代の魔法の世界に手が

かりがあると思ったのです。 

 

私達のフェニックス号が、レムリアの魔法の

世界に近づこうとするとき、行く手に障害が

見つかりました。 

レムリアの魔法の世界を取り囲むかのよう

にかなり強力なシールドが張ってあります。 

まるで、レムリアの神聖なクリスタルの光が

周りに広がらないように封印されている感

じです。 

 

私は、宇宙の魔法使いにこのシールドをはず

してくれるようお願いします。 
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「このシールドは強力な魔法の力によって

張られています。 

神聖なクリスタルの光が外の世界に伝わら

ないように、完全に防御されている様子です

が、この程度の物は問題なく取り除く事がで

きます。」 

私達の目の前に、大きな火花が飛び散り、そ

れがシールドを燃やし尽くすように四方に

広がっていきました。 

 

私達はさらに進みます。 

目の前に穏やかに広がる緑の森に包まれた

魔法の世界が見えてきます。 

私達のフェニックス号が、上空から地上に降

り立つと、以前会った魔法の学校や神官の学

校の校長やマスター達が出てきます。 

彼らは、私達の姿を見て大喜びで迎えてくれ

ます。 

 

「TAKESHI さん、よく来てくれました。 

私達は、あなたの事を待っていました。」 

彼らは、私達の服を引っ張るかのような勢い

で、私達を魔法の学校の方へと引っ張ってい

きました。 

 

私は、魔法使いの学校の校長に、いったいこ

のシールドはどうしたのですか、と聞きます。 

「実は、魔法使い達に大変な事が起きている

のです。 

あなたがこの魔法使いのクリスタルを復興

させてくれたので、私達は苦しみや悲しみに

傷ついた魔法使い達を癒し、神聖な光の元に

導こうと努力したのですが、昔ここにいた連

中達が再びやってきたのです。 

 

彼らは、もうすでに自分達のエゴや支配欲、

そして傲慢な所有欲に満ちていました。 

ここで新たに再開しようとした学校を破壊



 
 

65 

し、ここにいた魔法使い達や生徒達を、自分

達の仲間にしようとそそのかしていったの

です。 

魔法使い達は、神聖なるクリスタルを壊そう

としたのですが、さすがにここのクリスタル

は、あなたのオリハルコンの力に守られ、彼

等では手出しができなかったので無事でし

た。 

しかし、彼らはこの神聖なクリスタルの力が、

発揮できないように、神聖な魔法の世界を邪

悪なシールドで覆ったのです。」 

 

「校長よ、闇に落ちた魔法使い達はこの学校

の卒業生だったのですか。」 

「TAKESHI さん、恥ずかしい事ですが、す

べての魔法使いではないにしろ、多くの魔法

使い達は、ここで学んだ魔法使いでした。 

その当時は、みな素直で向学心があり、偉大

な魔法使いになるだろうと、私達も期待して

いたのですが・・・ 

どうやら、スピリチュアル的に覚醒する時に、

神聖な光ではなくエゴとつながってしまっ

たために、人間達との関与ができてしまった

ようです」 

「という事は、彼らは何かが起こるとここに

帰ってくる可能性もあるという事ですね。」 

 

その時京子さんが、一人の女性の姿をとらえ

ました。 

「TAKESHI さん、私には魔法使い達を使い

こなしているような女性の姿が見えます。 

何か、聖母マリアと対極にあるような妬みや

恨み、怒りや悲しみで自らが捕らわれてしま

ったような女王がいて、その女王が多くの魔

法使い達を支配しているように見えます。」 

 

なるほど、確かにその女王の元に多くの魔法

使い達がたくさん集まっているようです。 
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通常は闇に落ちた魔法使いは単独で行動す

るようですが、女王の持つ力によって大きな

グループを作っているようです。 

女王の姿はきらびやかでパワフルですが、と

ても暗く悲壮な感じがします。 

しかも、女王の姿を見る人を引き付けて離さ

ない不思議な魔力に満ち溢れています。 

 

 

 

PART5 魔法使い達の饗宴 

 

私に一つの案が浮かびましたので、その案を

魔法使いの学校の先生達と相談して実行す

る事にしました。 

私は、この案を実行するために、仲間の魔法

使いと大天使達にも応援をお願いします。 

 

まず魔法使いの学校の先生達におねがいし

て魅力的な饗宴を用意しおびき寄せます。 

闇に落ちた魔法使い達が大好きなものは、お

いしい食べ物やお酒、美しい女性や宝石、そ

れに支配欲や愛などですから、そのようなも

のをたくさん用意した饗宴を準備すると、闇

に落ちた魔法使い達は、必ず集まってきます。 

そしてその会場は、とても華やかに飾られた

マカバで囲まれます。 

 

私達は、その準備が終わると魔法学校の先生

達が中で大騒ぎをしながら饗宴を楽しんで

いるように見せます。 

するとどこからともなく、闇に落ちた魔法使

い達が現れ、饗宴会場に入ってきて食べ物や

お酒を口にします。 

その様子を知った仲間の魔法使い達が、次か

ら次へと集まってきて饗宴は次第に盛り上

がっていきました。 

やがて、マカバの中は、闇に落ちた魔法使い
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達の笑い声や怒声が響く狂乱の場と化して

いきました。 

 

私は、闇の魔法使い達が集まり終わると、こ

のマカバの中の時を止めるように、宇宙の魔

法使い達にお願いします。 

その瞬間、時が止まり、笑い声や怒声が凍り

ついたようにピタリと止まります。 

魔法使い達は時を止められ、身動きが取れな

くなってしまいました。 

マスターや騎士団が、マカバの外から神聖な

光を送ると、その光はマカバの中で何倍もの

輝きを持って光り始め、魔法使い達の心の闇

を浄化していきます。 

 

マスターウイザードのライトコードを持つ

私と美魔女５人組、そして天の川銀河連合の

魔法使い達はマカバの中に入ります。 

そして、マスター・ウイザードコードが持つ

神聖で覚醒をもたらす光を、闇に落ちた魔法

使い達のハートの中に送っていきます。 

私達が、魔法使いのハートに優しく触れると、

魔法使い達のハートも美しく輝き、彼らの心

を癒していきます。 

沢山いる魔法使いの中に、必ずリーダー格の

魔法使いがいるはずですので、とりわけパワ

フルなリーダー格の魔法使い達を見つけま

す。 

 

最初の一人は、饗宴の中央で食べ物がたくさ

ん載せてあるテーブルを前にふんぞり返っ

ている魔法使いです。 

両側には美しい女性の魔法使い達を座らせ、

とても下品な様子です。 

私達の美魔女達が、軽蔑したような顔で見て

いますが、彼は物質的な欲望と権利欲に心を

奪われた魔法使いのようです。 

この魔法使いからは、私がどんどんネガティ
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ブなエネルギーを抜き取り、マスター・ウイ

ザードコードの光を入れていきます。 

 

饗宴を行っている場所から少し離れた右側

には、背の高い痩せた魔法使いが、沢山の本

を持って立っています。 

彼は、食べ物や美しい女性には、目もくれず

貪欲なまでにたくさんの知識を得ようとし

ます。 

彼にとって知識は自分の権威を指し示すた

めの大切な道具なのです。 

この魔法使いは、優秀な学校の先生だったよ

うですが、自分が他人を支配しコントロール

したいという欲望を強く持ったために闇の

エネルギーに引きずり込まれる事になりま

した。 

 

この魔法使いの反対側には、とても寒々とし

た雰囲気が漂っています。 

そこにいるのは、真っ白な雪のような色をし

た魔法使いです。 

彼の魂はあまりの孤独のあまり、愛を奪い続

けようとします。 

 

近くに来る人がいれば、彼の魔力によってす

ぐに捕えられてしまい、彼に奉仕し続けます。 

彼はいくら愛を与えてもらっても、その凍り

ついた心を溶かして満足する事はないよう

です。 

 

まさに愛の亡霊といった魔法使いです。 

さすがに彼には、美魔女達は近づきません。 

私は、マスター・ウイザードコードの光を、

彼に入れた後、太陽神アメンラーと愛の女神

ラメールを呼び、この魔法使いを光で満たす

ようにお願いする事にしました。 

 

さて、ほとんどの魔法使い達に、光を送って
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これで終わりかなと思っていたら、一番奥に

とても体の小さいホビットのような魔法使

いがいる事がわかりました。 

この魔法使いは、見かけは小さいのですが、

今までの 3 人のボスよりも桁外れに大きな

力を持っているようです。 

 

この魔法使いは、先ほど京子さんが見た女王

と長い間行動を共にしていた魔法使いのよ

うです。 

先ほどの女王も最初から、ネガティブな感情

に捕らわれた女王であったわけではなく、最

初はレムリアのスピリチュアル次元で、レム

リアの人々の進化に深く関わり調和のある

世界を指導していた女王のようでした。 

 

この小柄な魔法使いは、その時代から女王の

ために、新しい種族を創る手伝いをしたり科

学技術を駆使してレムリアの文明を進化さ

せる働きをしていたようです。 

しかし、レムリアの調和が崩れるにつれて女

王と共に闇の世界に落ちていったようです

が、それでもいつも女王の事を気にして、彼

女を守っていたようです。 

 

 

 

PART6 魔法使いにはめ込まれた遺伝子

チップ 

 

私はこの小柄な魔法使いのハートに手を当

て、マスター・ウイザードコードの光を送り

ながら、この魔法使いが女王に寄せる暖かい

気持ちが、私のハートの中に流れ込んでくる

事を感じています。 

たとえ女王がどのような感情に捕らわれよ

うが、女王が何を望もうが、ひたすら女王の

ために尽くしてきた魔法使いの悲しみが伝
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わってくるのです。 

 

その時、魔法使いの背中にきらりと光るもの

を見つけました。 

私は不思議に思い、宇宙の魔法使いを呼びま

す。他の魔法使い達も近くに集まってきまし

た。 

宇宙の魔法使いは、彼の背中からその金属片

を抜き出すと、光にかざしています。 

 

「TAKESHI さん、これは驚きました。 

とても精巧に作られている遺伝子コードを

変えるためのチップですよ。 

こんなものが使われていたなんて信じられ

ない。 

このチップは、正常な遺伝子の働きを阻害し

て、人の意識や感情をコントロールします。 

これによって、魔法使い達は神聖さと正義感

を失って、エゴと自己中心的な欲望に捕らわ

れていったのですが、それさえも誰かにコン

トロールされていたのです。」 

 

「宇宙の魔法使いよ。 

それは誰が作ったのですか、どのような目的

のために、このチップを埋め込んだのでしょ

うか。」 

 

「私に言える事は、普通のマスタークラスで

は、このチップを作る事はできません。 

私達よりもはるかに強力な知恵を持った存

在が作った事に間違いはないようです。 

他の魔法使い達にもこのチップが埋め込ま

れている可能性がありますので、みんなで手

分けしてこのチップを外しましょう。」 

 

宇宙の魔法使いの言葉に従って、魔法使いや

マスター達は、時を止められた魔法使いから

遺伝子チップを取り除く作業に入りました。 
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私は、宇宙の魔法使いに尋ねました。 

 

「このチップをあなたは以前も見た事があ

りますか。 

どのような事ですか、私に教えてください。」 

宇宙の魔法使いは目を伏せたまま考え込ん

でいます。 

 

やがてすべての魔法使いから、遺伝子チップ

が回収されました。 

ここはこれでひとまず、大丈夫でしょう。 

私は、オリジンと相談して、彼らの傷ついた

遺伝子を治療するために、ライトコード・ラ

ボに彼らを運ぶ事にしました。 

 

私達の仲間の魔法使い達が、止めていた時を

元に戻します。 

時が動き始めた時、多くの魔法使い達が驚き

の声を上げます。 

今まで取り付いていたものが、ボロリと落ち

たように彼らは正気に戻っています。 

 

私は、彼らを前に話始めます。 

「魔法使い達よ、どうか私の話を聞いてくだ

さい。 

皆さんは、今まで自分が行っていた事を覚え

ていますか。 

皆さんは、ここにある特別な遺伝子チップを、

体の中にはめ込まれ、誰かにコントロールさ

れていました。 

皆さんは、魔法使いとしての神聖な意識と愛

の光を見失い、自分の利益と欲望のためだけ

に活動していたのです。 

 

私達は、皆さんをコントロールしていた遺伝

子チップを外しました。 

そして、神秘の世界に隠されていた「レムリ

アのウイザード・コード」の光を皆さんのハ
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ートの中に燈しました。 

これは、魔法使いの皆さんが、より完全な魔

法使いになるための進化のエネルギーを秘

めていたコードです。 

 

しかし皆さんが、この不思議な遺伝子チップ

のために、正気を失い、神聖さと愛の世界か

ら遠く離れてしまったために、このウイザー

ド・コードは使われる事がありませんでした。 

しかし、皆さんは、ここにいる多くのマスタ

ーや魔法使い達の手によって、神聖なる魔法

使いとして再び甦る事ができました。 

私は、皆さんの遺伝子の傷を修復して、更に

優れた魔法使いや賢者に変えていこうと思

います。 

どうか、私を信じて治療を受けられてくださ

い。」 

 

多くの魔法使い達が歓声を上げます。 

彼らは自分達の身に起こった事を理解した

ようです。 

近くにいる魔法使い同士で抱き合って喜ん

でいるようです。 

私はこの後を、オリジンに頼んで次の仕事に

取り掛かる事にします。 

女王の事が気がかりです。 

 

 

 

PART7 女王様の王冠 

 

女王の元にはいち早く京子さんが向かって

います。 

女王の周りを取り囲んでいる魔法使い達が、

全ていなくなったので女王も何が起こった

のかと怪しいでいる事でしょう。 

京子さんは、女王様を安心させるために大芝

居を打つ事にしたようです。 



 
 

73 

 

「女王様、私は魔法使いの京子と申します。 

実は女王様のために、素晴らしい新たな王冠

を作りました。 

今まで以上に女王様を輝かせ、その美しさと

素晴らしさをたたえるために、パーティの準

備をしております。 

ここにいた魔法使い達も、全て女王様を迎え

るために、パーティや贈り物の準備をしてお

ります。 

準備ができましたら、ご案内いたしますので

しばらくお待ちください。」 

 

京子さんはそのように言って、女王様と他愛

もない話をしながら、私達の仕事を終わるの

を待っています。 

 

手が空いた魔法使い達は、急いで別の場所に

パーティの準備をしています。 

美しい花を飾り、おいしそうな果物やお菓子

を並べています。 

 

こちらの魔法使いの処理が終わったころを

見計らって、京子さんは美しい馬車を呼び出

します。 

そしてその馬車に女王を載せると、私達が待

つパーティ会場へと移動します。 

先ほどとは異なって、こちらはとても美しく

華麗な感じがする会場です。 

 

私も、マスターらしく美しい服装に変えて、

女王様に差し上げるシトリンとオリハルコ

ンでできた王冠を持っています。 

そしてその中には、マスター・ウイザードコ

ードをはめ込んであり、創造主エンソフの光

を満たしています。 

 

私は、会場の一段高いステージで、王冠を持
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って女王様を待ちます。 

私の前に、女王様が現れ、ステージの上に置

かれた黄金色の椅子の上に座ります。 

女王様は、特別な王冠がもらえるという事で

とてもうれしそうにしているようです。 

 

私は恭しく女王様に近づくと、横から王冠を

女王様の頭の上に載せます。 

そして、黄金色の光のマントを女王様の肩に

かけます。 

このマントには、愛の女神ラメールと太陽神

アメンラーの愛と浄化の光が織りこんであ

ります。 

 

王冠をかぶりマントを誇らしげにかけた女

王様の顔が一瞬にして歪み、女王様が悲鳴を

上げます。 

会場が熱いエネルギーで満たされてきます。 

ステージの下にも、巨大な神聖幾何学が描か

れていたようです。 

 

ステージの床やステージ上の空間に特殊な

浄化のための神聖幾何学が輝き始めます。 

すると彼女に取り付いていた黒いエネルギ

ーが、彼女の体から浮かび上がります。 

近くに待機していた魔法使いやマスター達

は、彼女に向かって神聖なる光を送ります。 

彼女の体から黒いエネルギーが出ていく様

子が見えます。 

 

そのエネルギーが大空に向かって放たれて

いくと、宇宙の魔法使いは、そのエネルギー

を追いかけていきます。 

きっと、何かを調べるために、エネルギーを

とらえずにその後を追っているようです。 

おそらくあのチップを作り出した犯人を見

つけに行ったのかもしれません。 
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私達は、床に倒れた女王様を抱き起し、椅子

の上に座らせます。 

女王様は、あまりのショックに気を失いかけ

ています。 

そこに京子さんが、特別な聖水を杯に入れて

持ってきます。 

女王様は、その神聖なる水を飲み干すとよう

やく落ち着いたようにため息をつきます。 

 

「私はいったいどうしたのかしら、今まで深

い霧の中をさまよい続けていた気分です。 

はるかな過去の記憶はあるのですが、最近の

事は何も覚えていません。 

私はなぜここにいるのですか。」 

 

私は、女王の前に座り、女王の目を見つめ言

います。 

「女王よ、心配なさらないでください、あな

たは、しばらくの間眠りについていたのです。 

そしてあなたの人格を使って、誰かがあなた

をコントロールしていただけです。 

あなたの魔法使い達も、誰かにコントロール

されて、我を忘れて行動していたのです。 

でももう大丈夫です。 

魔法使い達も、やがて元気になって戻ってき

ます。 

どうか心と体を休めるために、あなたの宮殿

に戻って、ゆっくりとお風呂にでも入ってく

ださい。 

この京子がお供をします。」 

 

勿論、女王様がお風呂に入っている間に、例

の遺伝子チップを探し、彼女の体から抜き取

る目的がある事は言うまでもありません。 

 

 

 

PART8 黒い羽を持った天使 
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私達が、女王様をお城に送った後に、しばら

くして宇宙の魔法使いが誰かを連れて戻っ

てきました。 

見ると黒い羽を持った天使のようです。 

宇宙の魔法使いは、女王から抜け出た黒いエ

ネルギーを追いかけて、今回の事を仕掛けた

犯人を見つけにいった模様です。 

 

宇宙の魔法使いが連れてきた黒い羽を持つ

天使の姿に、魔法使い達の緊張が伝わってき

ます。 

通常の天使達とは全く異質のエネルギーを

持つ天使です。 

自分自身のエゴに溺れてしまったのでしょ

うか、とても大きな憎しみのエネルギーを周

りにはなっています。 

私は、天使達の上位存在であるウイングを呼

びました。 

 

その中に黒い羽を持ったウイングがいて、私

の前に進み出ます。 

「TAKESHI さん、そして魔法使いの皆さん、

大変ご迷惑をかけてしまいました。 

私達、黒い羽を持つ天使族は、地球のコアの

部分にあるネガティブなエネルギーを浄化

し循環させる事が役目です。 

地球は特別な星で、多次元におけるマカバの

ような特質を持っていますので、多くの存在

達がその特異なコアを狙って、様々な攻撃を

仕掛けてくるのです。 

 

それを防ぎ、地球のコアを守護するのが私達

の役目だったのです。 

私は自分の分身を生み出し、地球のコアを守

護しようとしたのですが、彼がネガティブな

エネルギーに逆にとらわれてしまい、私と別

人格になって暴走してしまったのです。 
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彼は、自ら闇の中に落ち、私達との連絡が途

絶えてしまいました。 

しかし、皆さんのおかげで、彼と再び会う事

ができました。」 

 

宇宙の魔法使いが、私達に説明してくれます。 

「今回の事は、黒い翼をもつ天使が、ネガテ

ィブなエネルギーの処理を行っているとき

に、そのエネルギーによって感化され、自ら

の理性を失った事が原因です。 

彼はネガティブなエネルギーの影響を受け

支配欲に満ち溢れていました。 

 

その為に、魔法使い達を、自分の手足として

利用する目的で遺伝子チップを埋め込んで

いったようです。 

彼は、もともと天使を超えたウイングの一部

なので、とても大きな力と知識を持っていま

したが、それが災いしたようです。 

どうか、彼を許し、彼のスピリットを浄化し

てください。」 

 

黒のウイングと創造主エンソフに続いて愛

の女神、黄金の女神、アメンラー達がここに

降り立ってきました。 

そして、闇に落ちた黒い羽の天使を囲むよう

にして光を送り始めます。 

天使のハートにどんどん光が満ち溢れてい

きます。 

 

彼が金色の光に満たされると、黒のウイング

と一つに重なり合っていきます。 

黒のウイングは、彼の光を、自分の光の中に

呼び寄せるようにして、彼との統合を図りま

す。 

黒い羽を持った天使の姿が消えました。 

 

この時、天使の星の長老からも、感謝のメッ
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セージが届きました。 

きつと、天使の星の長老も、この黒い天使の

事をとても心配していたのでしょう。 

しかし、闇に落ちた魔法使いもこれですべて

がもとに帰ったというわけではなそうです。 

同じ地球の中でも、異なる次元、異なる時間

にも彼らは、まだ存在していますし、天の川

銀河にも、はるかに巨大なパワーを持つ魔法

使い達が、その姿を隠しているようです。 
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PART1 アトランティスの街とその女王 

 

今回起こった事は、まだサポートアチューメ

ント中の舞さんのアチューメントを行って

いたときの事でした。 

彼女と行っていたのは、「アーネスト」のア

チューメントだったのですが、アーネストの

クリスタルの中に入った後に出た世界は、ア

トランティスの時代に存在した一つの街の

上でした。 

 

私達は、大きなにぎやかな街を上空から見て

います。 

町の人達は賑やかで楽しそうです。 

私達は町の中心にある宮殿に入っていきま

した。 

宮殿の中では、多くの人達が賑やかで楽しく

ふるまっています。 

仕事をしている人もいれば食事をしたり歌

ったり踊ったりして楽しんでいる人もいま

す。 

 

しかし宮殿の奥にある部屋では、その宮殿の

女王がとても悲しそうな表情を見せていま

す。 

私達は、その部屋に降り立ちます。 

私達が、急に部屋に降り立った様子を見て女

王はとても驚いていますが、舞さんの姿をみ

て、何かを理解したようでおちつきました。 

 

私は女王に尋ねます。 

「女王よ、初めまして、私達は、はるかな未

第 8 章 アトランティスの遺

伝子活性化のためのコード 
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来からここにやってきました。 

私達は、この舞さんのエネルギーによってこ

こに導かれたのです。 

おそらくあなたと舞さんが深い関係にある

のではないかと思います。 

しばらく私達に時間をお与えください。」 

 

女王は、私達に向かってうなずくと、 

「私も彼女をみて、他人とは思えない感じが

しています。 

ようこそこの世界に来てくださりました。」 

「女王よ、この宮殿はとても賑やかですが、

なぜあなたはそのようなさびしそうな表情

をしているのですか。」 

 

女王は深くため息をつきました。 

「ここにいる人達は、やがてアトランティス

が崩壊する事をまだ知らないのです。 

近いうちにアトランティスは、大きな津波と

共に海の底に沈んでしまいます。 

彼らは一瞬の内に波にのまれて命を失って

しまうのです。 

私にはそれが分かっているのですが、その事

を皆に伝えたほうがよいか悩んでいます。 

彼らにその事を伝えると、町中がパニックに

なってしまい混乱してしまいます。 

その事を伝える勇気が、私にはないのです。 

津波が、もし起こったら多くの人達の命が失

われる事でしょう。」 

 

私はその時、この時代は、アトランティスが

崩壊する直前である事を知らされました。 

「女王よ、あなたの苦しみも理解できます。 

しかし、アトランティスの最後の時には、私

達がアトランティスのために救援に入る事

をご存知ですか。 

確かに、アトランティスは大きな津波や地震

によって海の底に沈みました。 
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それは変える事ができない事実ですが、私達

は崩壊の前に、アトランティスへ向かい、多

くの天使や他の星々のマスター達と共に救

援に入り、多くの人々を助ける事ができまし

た。 

勿論すべての人を助ける事はできませんで

したが、新たなアトランティスが生み出され

るには十分な人々は助けていると思います。」 

 

女王は、とても驚いた顔をして私達を見てい

ます。 

では、女王よ、私達と共に来てください。 

私は、宇宙船のフェニックス号を呼びます。 

女王も舞さんもフェニックス号に乗るのは

初めてなので驚いています。 

フェニックス号に乗ると、舞さんのハートの

中に、豪華客船の部屋みたいな光景が映し出

されます。 

舞さんも驚いて「すごいです！」と叫びます。 

 

私は、フェニックス号の窓から外を見るよう

に 2 人に伝えます。 

その日は、アトランティス大陸を津波が襲う

日ですが、私達はその前の夜に闇にまぎれて

アトランティス大陸の町に近づいています。 

 

天の川銀河連合の騎士団や他の星々からサ

ポートに来てくれたマスターと多くの宇宙

船が上空に待っており、選ばれた人達をどん

どん宇宙船の中に運び込んでいます。 

人々は、救出の事を知らされていなかったた

めに、少々混乱しているようですが、おとな

しく指示に従い、宇宙船の中に運ばれていき

ます。 

 

しばらくすると、アトランティス大陸が、地

震によって大きく身ぶるいをするように動

きます。 
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そして、大きな津波がアトランティスを襲い

ます。 

多くの建物や木々がなぎ倒され、アトランテ

ィスの街が崩壊していきます 

津波に飲み込まれる町の姿を見て女王も涙

を流しています。 

 

 

 

PART2 新たなアトランティス 

 

私達は、多くの宇宙船と共に、もう一つのア

トランティスの世界へ入ります。 

そこは、この崩壊を予測して作られたもう一

つのアトランティスのようです。 

宇宙船が次々とこの地に降り立ち、アトラン

ティスから助け出した人々を、新しいアトラ

ンティスの町に降ろしています。 

 

マスター達が、降り立った人達と話をしたり

街の中へと案内しているようです。 

マスター達は、あらかじめアトランティスが

崩壊する事を予測して、もう一つのアトラン

ティスを準備していました。 

この世界は、アトランティスが崩壊する原因

となった自己中心的な支配欲や物欲等とは

異なる世界のようです。 

この世界に来る事ができた人は、きっと純真

な魂を持っている人達だったのでしょう。 

 

この世界を見た女王様はとても喜んで、私達

に何度も、お礼を言っています。 

 

私は気になってこの新たな世界のマスター

を呼び出しました。 

すると驚いた事に、マスターアーサーが、私

の前に現れました。 

「マスターアーサーよ、なぜあなたがここに
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いるのですか？」 

「TAKESHI さん、あなたもやがてはこの世

界に来てくれると思っていました。 

私は、地球の歴史において、いくつもの時代

や次元に現れていますが、ここもその一つで

す。 

ここでは、アトランティスが育ててきた素晴

らしい叡智や技術が保存されています。 

今までのアトランティスは、皆さんがご覧に

なったように崩壊してしまいましたが、私達

はその事を予測して、あらかじめ新たなアト

ランティスを準備しておりました。」 

 

「そうだったのですか、それはよかった。 

私達も、素晴らしいアトランティスの叡智が

どのように保存されているか気になってい

たのです。 

マスターアーサーよ、私達がこの世界に来た

という事は、私達が現在行っている活動と何

か関係がありますか。」 

 

「もちろんです、ここにはアトランティスが

大事に育ててきた大切な設備とライトコー

ドがあるのです。 

それをぜひ持ち帰っていただかなければな

りません。」 

マスターアーサーは私達をとても高い塔の

ような建物へと案内してくれました。 

 

 

 

PART3 アトランティスのライトコー

ド・ラボ 

  

私達が、向かったところは、現代的な高層建

築のようなビルです。 

とても高度な技術を誇るラボのような感じ

です。 
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私達は、中に入ると今まで見てきたのどかな

町の風景とは全く異なる雰囲気の研究所の

様子に驚かされます。 

「ここも遺伝子に関わる研究所ですか。」と

私はマスターアーサーに尋ねます。 

 

マスターアーサーは、私達に向かってにっこ

りと笑って答えました。 

「そうです。 

ここでは、アトランティス文明が築き上げて

きた遺伝子に関わる研究を更に発展させて

います。 

アトランティスでは、遺伝子の研究は、時の

権力者によって悪用されてしまいましたが、

ここではそのような事がないように厳重に

管理されています。」 

 

「そうですか、あなたがここにいてくださる

だけでも安心です。 

私達が、持ち帰る遺伝子のライトコードはこ

こにありますか。」 

「もちろんありますよ。」 

アーサーはそういって、私達を一つの部屋に

案内してくれました。 

 

その部屋で研究されていたものは、活性化さ

れたライトコードや遺伝子の進化を早める

ためのライトコードです。 

私達が、新たな種族としてどんどん成長して

いくときに必要なライトコードや遺伝子を、

より早く活性化させ、進化を早めていくため

のものです。 

 

「そしてもう一つ大切なコードと装置があ

ります。」 

マスターアーサーが指示したものは、丸い球

体のようになっているカプセルでした。 

そしてその横には、金と銀の粉が入った箱が
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あります。 

「アーサーよ、この機械はなんですか？」 

「この機械は、このラボの独自のもので、遺

伝子の構造をより強固なものにし、複合遺伝

子の機能を高めるためのものです。」 

 

複合遺伝子とは、マスター・ウイザードコー

ドや太陽種族のコードのように、いくつもの

遺伝子やライトコードが組み合わされた遺

伝子、もしくはコードの事を言います。 

大きな働きをする遺伝子やライトコードは、

いくつもの重要な遺伝子やコードが組合わ

せられているために、その働きに問題が出や

すくなります。 

また遺伝子やコード自体の相性によって働

きが異なってきますが、それらの問題を解決

し複合遺伝子の働きを良くするのが、このア

トランティスの装置のようです。 

 

「TAKESHI さん達がここ来てくれてよか

った。 

皆さんが作ってくれたライトコード・ラボも

素晴らしいのですが、どうしてもこの装置が

必要なのです。 

この装置と金粉は、ここにしかないので、取

りに来る必要があったのです。 

あなたが、ここに来た事で、このラボと皆さ

んのラボが光でつながりますので、この装置

を運ぶ事ができます。 

帰る前に、この装置を試していかれません

か。」 

 

私達は、少し不安を覚えながら、言われた通

りカプセルの中に入ります。 

カプセルの中に入ると、私達の体は宙に浮い

たようになり、ゆっくりと回転を始めます。 

カプセルの中には、金と銀の粉が舞い踊り、

まるで、金色と銀色の光の中で、体が漂って
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いる感じです。 

そのあまりの気持ちよさに、私達は眠くなり

ました。 

しばらくして機械が止まると、私達はカプセ

ルの中から出てきます。 

金と銀の粉は、私達の体の中に吸収されてい

ったようで、体が光輝いて見えますし、とて

も軽やかに感じます。 

 

「TAKESHI さん、いかがですか。 

もうすでにあなたの中には、マスター・ウイ

ザードコードやエンジェル・コードなどがた

くさん入っていますから、それらのコードが

今以上に活性化して、より良い働きをするよ

うになる事と思います。 

この機械は、私が運んでおきますので、アト

ランティスの女王を一度、前の世界へ戻して

きてください。」 

 

私は、その言葉に、まだアトランティスの女

王と共に居る事を思い出しました。 

彼女も、この世界に来た事がとてもうれしく

と、一緒にカプセルの中に入って楽しんでい

たようですが、考えてみれば、彼女をアトラ

ンティスの世界に戻してあげなければなり

ません。 

 

私達はフェニックス号に戻り、再び彼女の世

界へと向かいました。 

女王は、以前のような悲しい顔をしていませ

ん。 

何かが吹っ切れたように明るい顔をしてい

ます。 

 

「TAKESHI さん、そして舞さん。 

あなた方に会えて私はとても幸福でした。 

私は、私の歩むべき道をしっかりと歩んでい

きます。 
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最後まで女王として、しっかりとふるまいま

す。 

また皆さんと再び会える事を、私は願ってい

ます。」 

女王は、少し静かになった夜の宮殿の中に、

姿を消していきました。 

 

私達も帰る時間です。 

フェニックス号に乗って、私達の時代に戻っ

てきました。 
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PART1 遠い過去に生きていたクリスタ

ル族 

 

今回、私達にとってとても大切な事について

お話いたします。 

それは、この宇宙の中でも最高度の秘密であ

るクリスタルの種族の事です。 

クリスタルの種族とは、これまでに数回コン

タクトをとりましたが、最初は、水星の宇宙

言語図書館に行ったときの事でした。 

 

私は、宇宙言語図書館のマスターから、多く

の宇宙種族と話をする事ができるようにな

るチャネリング・コードというものをいただ

きました。 

この時、マスターはチャネリング・コードが

最高度に活性化されてくると、目の前にいる

マスターや離れた場所にいる宇宙のマスタ

ー、他の星の人達だけでなく、時を超えた世

界にいるマスター達の話もチャネリングで

きるようになる事をお聞きしました。 

 

図書館のマスターは言います。 

「たとえば、ここにクリスタルがあります。 

あなた方は、このクリスタルを通して、遠い

過去にさかのぼり、かつて存在していたクリ

スタル族とコンタクトをとる事もできます。 

クリスタル族は、すべての宇宙の叡智や情報

を管理していた種族でしたが、ある時期、皆

さんが現在見ているような結晶化したクリ

スタルに変わってしまいました。 

しかし、このチャネリング・コードが、活性

第 9 章 クリスタル種族とク

リスタル・コード 
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化してくると、遠い過去のクリスタル族とも

会う事ができます。」 

 

私は、クリスタル族というものが、存在して

いた事に驚かされます。 

結晶化されたクリスタルの中にはたくさん

の情報やエネルギーが入っている事は知っ

ていましたが、それは誰かが、このクリスタ

ルの中にそれらの情報を入れていたのだと

思っていましたが、もともと、クリスタル族

と呼ばれる存在がいて、彼らが持っていた情

報が、このクリスタルの中に閉じ込められた

という事のようです。 

 

「マスターよ、教えてください 

どうしてクリスタル族は、この結晶化したク

リスタルになってしまったのですか。」 

と、私は尋ねました。 

 

「それは非常に難しい問題ですが、このよう

にお考えください。 

かつてクリスタル族は、そのあまりの高度な

エネルギーのために、とても高い次元に存在

していました。 

その次元を支えていたのは、白い魔法使いと

呼ばれる存在で彼らが作る次元の結界の中

でクリスタル族は存在していたのですが、あ

る時、他の魔法使いからの攻撃によって、そ

の結界は崩壊してしまったのです。 

 

その為に、クリスタル族の世界は次元を降下

してしまい、3 次元まで落ちたクリスタル族

は、そのままの姿で生きる事ができなくなり、

結晶化してしまったようです。 

勿論、結晶化しても、彼らの叡智はクリスタ

ルの中で守られていますので、チャネリング

能力が発達している人は、その情報を読み取

る事ができるというわけです。」 
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私は、図書館のマスターから初めて聞くクリ

スタル族の事について驚くとともに納得し

てしまいました。 

確かに、私もクリスタルとよくおしゃべりし

て、様々な情報を得る事があります。 

その時、クリスタルがまるで生きているよう

に感じる事が何度もありました。 

もしクリスタル族というものが、クリスタル

の元となっているのであれば、それも納得で

きます。 

 

私は、マスターに誘われるままに、クリスタ

ルの中を通ってクリスタル族の世界に入っ

ていく事にしました。 

私達は、クリスタルの中の時間をさかのぼり、

遠い過去の時代に来たようです。 

クリスタルから出ると、白い霧の世界です。 

私達は、霧の中を進むと神殿のような建物が

見えます。 

そこに入ると何かゆらゆらと揺れるような

存在がいます。 

私達が意識をその存在に向けると心の中に

声が聞こえてきます。 

「ようこそ、クリスタル族の世界へ、 

あなたが来てくださる事を待っていました。」 

 

私は初めて会うクリスタル族の人に挨拶を

行います。 

「初めてお会いします、 

あなた方のような偉大な種族の方にお会い

できてうれしく思います。」 

「いえ、あなたとはいつも会っているではな

いですか。 

あなたの部屋の中にも、沢山クリスタル族が

存在していますよ。」 

え！と私は思いますが、考えてみたらその通

りです。 
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私の部屋にある巨大クリスタル達こそ、クリ

スタル族が姿をかえたものにほかならない

わけですから。 

 

「確かにそうですね、私はいつもクリスタル

とコンタクトを取っていましたが、それがあ

なた達だったのですね」 

「もちろんそうです、今回皆さんの前に姿を

見せるのは、まさに皆さんがすでにクリスタ

ル族とつながっているからです。 

クリスタル族は、注意深いので、クリスタル

の事を理解し大切にしてくれる人の元にし

か現れません。」 

 

その後、私はしばらく会話をした後、クリス

タル族の世界を後にして帰ってきました。 

初めて、あったクリスタル族に、私はとても

興奮していました。 

 

 

 

PART2 クリスタル族の神殿へ 

 

私達は、先日クリスタル族の人達と会ったば

かりですので、クリスタル族の世界にはとて

も興味があります。 

私達は、クリスタル族の世界へ少しだけ入っ

てみる事にしました。 

 

レムリアの特別なクリスタルですから、その

繋がっている先もよほど高次元の世界かも

しれません。 

ただし、ここは私達が生きている時代よりも

はるかな前の時代にあたるようです。 

クリスタルの中を通り抜けると、霧がかかっ

た世界です。 

そしてその奥には以前来た場所と異なる立

派な神殿が立っています。 
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そして、私達はそこで、クリスタル族の人と

お会いしたのです。 

私達は、確かにクリスタルとクリスタル族の

世界がつながっている事を確認して、今日は

終わる事にしました。 

次回時間のある時にクリスタル族ともっと

話をしてみようと思います。 

 

大天使のアチューメントの時に、私達はクリ

スタル族の神殿へと向かう事にしました。 

私達は、その日、アチューメントを行った大

天使ウリエルと共にクリスタルの中をとお

って、クリスタル族の世界へと入っていきま

した。 

大天使ウリエルは、宇宙の神聖な法則を管理

する大天使ですから、今回の案内役に最適な

存在です。 

 

私達は霧の世界を抜けて、クリスタル族の神

殿へと入ります。 

そこに待っていてくれたのは、今まであった

クリスタル族の人達よりも、さらに威厳があ

り美しい光を持つクリスタル族の王様のよ

うです。 

 

私は、キングに向かって挨拶をします。 

「偉大なるクリスタル族のキングよ、私達を

お導きくださりありがとうございます。 

どうか、私達にクリスタル族の事について詳

しく教えていただきますようお願いいたし

ます。」 

クリスタルのキングは、私達をもてなすよう

にこやかにほほ笑むと話始めました。 

以下は、私のリーデイングでご紹介いたしま

す。 

 

TAKESHI さん、そして智さん、私達の世界
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にようこそいらしてくださいました。 

再び、地球に生きる皆さんと私達が、共にお

話ができる日がやってきた事を私達は、とて

もうれしく思います。 

私達クリスタル族は、はるかな昔から存在し

ておりました。 

この宇宙の中でも最古の種族の一つであり、

様々な叡智ある創造主やマスター、天使達に

も私達の遺伝子と資質は受け継がれており

ます。 

 

勿論皆様の中にも、クリスタル族の遺伝子が

時を超えて大きく刻まれています。 

あなた方に刻まれている遺伝子によって、私

達ははるかな時を超え、クリスタル族と人類

の新たな絆を結ぶように約束されているの

です。 

そしてその約束を果たすために皆さんがこ

こにきてくれた事を心から嬉しく思います。 

 

私達は、古い時代から様々な叡智や情報を取

り扱う種族でした。 

私達が持つ膨大な記憶力や情報の保存力は、

他の種族とは比べ物にならないほど大きく

高度な物でした。 

私達の種族は、偉大な創造主が行う宇宙の創

造の過程をすべて記録するために生まれて

きたといっても過言ではありません。 

 

その為に、私達は特別な聖域で守られ、他の

種族との交流を禁じられていました。 

勿論、必要な種族やマスター、そして叡智あ

る存在達のなかで私達の情報を受け取る資

格のある人や私達の情報を活用する必要が

ある人は、私達の神殿に招かれ、そこで叡智

や情報を渡されていたのです。 

 

私達の神殿には、いくつもの種類がありまし
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た。 

様々な宇宙言語に関する情報や生命の成り

立ち、動植物の遺伝子構造などから、星の成

り立ちや宇宙の創造の仕組みなど、情報の高

度さや重要性によっていくつもの段階に分

けられ、それに対応する神殿とクリスタル族

のマスターが存在していました。 

 

私達は、誰もが勝手にこの聖域に入らないよ

うにするためとクリスタル種族の高次のエ

ネルギーを保つために、魔法使い達によって

守られていましたが、ある時、私達を守護す

る魔法使い達が攻撃を受けて、私達の聖域は

壊されてしまいました。 

その為に、多くのクリスタルの神殿とクリス

タル族は、地球の３次元に落下してしまいま

した。 

 

地球の３次元は、私達が今までいた世界と比

べてとても波動が荒々しく、私達はそのまま

では存在する事ができなかったので、多くの

仲間達は、結晶化という方法をとる事となり

ました。 

結晶化というのは、今皆さん達がお持ちのよ

うに、鉱物としてのクリスタルになるという

事です。 

私達は、そのようにして自分達と自分達が持

っている情報を守る事にしたのです。 

 

時々皆さんのようにクリスタル族の遺伝子

を少しでも持っている人達は、結晶化したク

リスタルとも親和力を持つので、結晶化した

クリスタルの情報とクリスタルの意識にア

クセスする事ができます。 

結晶化したクリスタルには、クリスタル族の

意識がまだ宿っているのです。 

勿論、全ての人がその情報や意識とつながれ

るわけではないのですが、クリスタルの意識
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が心を許した人であれば、クリスタル族はと

ても有意義な情報とパワーをその人に授け

る事ができます。 

 

クリスタル族には、3 次元に落ちて結晶化し

た者達とは別に、運よくさらに高次の次元へ

と逃げる事ができた者達もいました。 

それはクリスタル族達の中でもより高次の

情報とパワーを扱っていた者達でした。 

彼らは自分の力で、すでに次元を移動する能

力を身に着けていたからです。 

高い次元に移動したクリスタル族は、地球に

落ちて結晶化したクリスタル族達をなんと

か助け出そうとしましたが、あまりにも次元

が異なるのでそれもできませんでした。 

 

しかし、皆さんが、初めて地球の３次元とク

リスタル族が今でも存在する高次の世界を

つないでくれたのです。 

そして地球にも、とても高い波動を持つ次元

が存在し始めています。 

皆さんがクリスタルのエネルギーを使用し

て地球の波動を上げてくださった事も大変

すばらしい事です。 

 

私達は、高次のクリスタル族の世界と高次の

地球の次元の間に光の通路をつなげたいと

思います。 

私達は、地球で結晶化したクリスタル族達に、

もっと力を与えたいと思っていますし、皆さ

んのように、クリスタルの事を深く理解する

人達に、クリスタルの神聖なる力をもっと活

用していただきたいと思っています。 

 

最近は皆さんのように、クリスタル族の遺伝

子を持ち、クリスタルの波動を持つ人達も増

えてきています。 

また、地球のエネルギーも上昇し、私達の事



 
 

96 

をサポートしてくれる素晴らしい魔法使い

達も増えてきましたので、私達が力を合わせ

る事で、この地球を舞台として、さらに素晴

らしいクリスタル族と人間との関係が生ま

れてくるのではないかと思っております。 

その結果、新たなクリスタル族というものが

生まれてくる可能性も出来上がってきてい

ます。 

 

ここでもう一つ皆さん達に大切な情報をお

渡ししておきます。 

私達、クリスタル族は、様々な星との間にゲ

ートを持っています。 

そのゲートをとおって、私達のクリスタル・

マスターが移動する事でクリスタル族の情

報や叡智が、その星々にもたらされています。 

 

クリスタル族は、一つの場所にすべての情報

を保管するのではなく、安全のためにいくつ

かの星々へ情報を分散して隠しています。 

それが、各星々に伝わっている叡智のクリス

タルであり、それを読み解くためのクリスタ

ル・コードです。 

その叡智は主に、この宇宙の創造にかかわる

事柄が、書き記してありますので、皆さんに

とっても大変重要な情報になると思います

ので是非アクセスしてください。 

 

 

 

PART3 マスタークリスタル・コード 

 

私は、キングの話をきいてクリスタル族の役

目について理解する事ができました。 

私はいくつかキングに質問をしていきます。 

「キングよ、素晴らしいお話を聞かせてくだ

さってありがとうございます。 

いくつか教えてもらいたいのですが、このク
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リスタル族と人間の間にゲートができると

いう事ですが、このゲートはだれでも通れる

ようになるのですか。」 

 

「いえ、クリスタルゲートは、常に守られて

います。 

クリスタル族の神聖なる叡智を正しい方向

に使う人でなければ、このゲートを通る事は

できません。 

クリスタル族にアクセスする資格というの

は、皆さんがこの宇宙の事を真剣に愛する事

ができるか否かという事やクリスタルを大

切に扱う事ができるか、という事に関係して

きます。 

クリスタル族は、皆さんをいつも見ています。 

そして、クリスタルの知識を活用できる人を

見つけて、その人の元に届けられていきます。 

その人が、届けられたクリスタルを大切に扱

う事ができれば、このクリスタルゲートを通

る招待状が届けられる事でしょう。」 

 

「キングよ、ありがとうございます。 

それから先ほど、各星々に隠されたクリスタ

ル族の知識について言及されましたが、その

情報を解読するためにはクリスタル・コード

によって自分達の能力を活性化する必要が

あるように言われましたが、それも本当です

か。」 

 

「もちろんです。 

クリスタルの情報はこの宇宙にとっても重

要な情報がたくさんありますので、だれもが

すぐに理解できるという事ではいけないわ

けです。 

皆さんの言葉でいうと暗号のように、その読

み方を知っている人だけがその内容を知る

事ができるようにならなければ、いけないの

です。 
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その暗号を読み解く能力が、クリスタル・コ

ードにあるという事です。」 

 

「キングよ、クリスタル・コードは、シリウ

スやプレアディスなどのようにいくつかの

星々に点在していると聞きました。 

しかし、他の星にあるクリスタル・コードは、

その星に人達は使用できても、人間が使用で

きない事もあるようです。 

何か便利な方法はないのでしょうか。」 

 

「そうですね、それではそれぞれのクリスタ

ルの言語が読み解けるように、マスタークリ

スタル・コードを創りましょう。 

このコードを使用する事により、どの星のク

リスタルでも、その情報を読み解く事ができ

るようになりますよ。」 

 

私達はキングにお礼を言って、どの星のクリ

スタルの情報も読み取る事ができるマスタ

ークリスタル・コードを作ってもらう事にし

ました。 

キングは、空中からいくつもの光を出してく

るとその光を神聖幾何学の形にまとめてい

きます。 

しばらくすると、その中から美しい光が輝き

はじめ、マスタークリスタル・コードが出来

上がります。 

 

「TAKESHI さん、これを持っていってくだ

さい。 

あなたの中には、もうすでにいくつもの星の

クリスタル・コードが刻まれているようなの

で、問題なく使いこなす事ができるでしょう。 

またあなたの仲間達も、クリスタルとは深い

関係があるようなのでやがて、このコードを

使いこなす事ができるでしょう。」 
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「キングよ、ありがとうございます。 

このクリスタル・コードの働きについて、も

っと知りたいのですが教えてもらえません

か。」 

 

「そうですね、実はクリスタル・コードには

2 種類あります。 

一般的なクリスタル・コードはクリスタルの

特性を理解しクリスタルの情報を読み解く

事やクリスタルの知識を活用する事などで

す。 

これはクリスタルの事を愛してくれる人な

らば、どなたでも利用できるコードで、クリ

スタルのマカバのような形をしています。 

 

そしてもう一つ高度なクリスタル・コードが

存在します。 

このコードは、一般的なクリスタル・コード

では見る事ができない情報、特に宇宙の創造

に関係した情報や知識、またその情報を使用

して宇宙の創造に関するパワーなど、クリス

タルの最高度の情報にアクセスできる能力

がそこに秘められています。 

このコードはクリスタルの114面体で表さ

れており、その人の進化にあわせてどんどん

変化していく事が特徴です。 

つまり、その人が必要としている能力を生み

出すために、クリスタル・コードも変容して

新たな能力や情報を生み出す事ができるよ

うになるのです。」 

 

キングはそういって、私に渡したコードとは

別の形をしたマスタークリスタル・コードを

私達のスピリットの中に入れていきます。 

これが、より高度のマスタークリスタル・コ

ードである事は間違いないようです。 

 

「クリスタルには、面白い働きがあって、あ
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る存在達がクリスタルを使用して特殊なヒ

ーリング技術などを確立するとその情報を

クリスタル族達に教える事があります。 

そのような有意義な情報は、クリスタル種族

達に伝えられ、他の物と融合されたりしてさ

らに高度な物へと進化していきます。」 

 

キングは、私達にうれしそうに語ってくれま

す。 

クリスタルを使用したヒーリングやエンパ

ワーメントなどの方法が確立されていく事

がとてもうれしいようです。 

 

「TAKESHI さん、今日の話はこれくらいに

しましょう。 

どうか皆さんが、クリスタルを使ってクリス

タルゲートをくぐり、私達の世界へ来てくだ

さる事を待っています。 

皆さんが、クリスタルの中に入ると、皆さん

の波動や意識によってもっともふさわしい

場所へと行き着く事ができますので、心配し

ないで楽しい旅を経験する事ができます。 

さあ、皆さんの世界に帰って、クリスタル・

ワールドのゲートが開かれたとお伝えくだ

さい。」 

 

私達は、新しく生まれたクリスタルゲートを

通って、私達の世界に帰ってきました。 

勿論、キングから頂いたクリスタル・コード

を皆さんに届けるために。 
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宇宙で活躍する神々や創造主の段階 

青字は天使 

 

地球 マザーガイア、 

天照大御神などの世界中で活躍す

る神々（スターピープル） 

サナートクマラ、サナンダなどのマ

スター 

人間を守る守護天使 

 

太陽系 アメンラー、ゼウス、ポセイドンな

どの創造神 

大天使 

 

天の川銀河の

小創造主 

 

天の川銀河の各星座を担当する小

創造主 

ペテルギウス、北極星、南十字星、

レグルス星、スピカ星等 

天の川銀河の大天使 

 

天の川銀河を

統治する中創

造主 

アディテーヤ 仏陀 

アリターリア 

局部銀河を統

治する中創造

主 

イエス  アールスター 

アリアドーネ 

宇宙の魔法使い 

エルシーダ シバ オニキス 

ユニバーサル・エンジェル 

 

グレートイエス グレートマリア 

 

物理世界を創

造する創造主 

ブラフマン 界王 

グレート・スター 

 

ユ ニ バ ー ス

（単一宇宙）

グレート・ユニバース  

グレート・キング グレートマザー 

宇宙で活躍する神々や創造主

の段階 
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の創造主 グレートエンジェル  

   

特殊な創造主 ゴールドルシファー 

宇宙の大地のマスター 

ホーリーエンジェル 

 

マルチバース

の創造主 

セントラル・サン＆ムーン 

ゴッデス・オリジン 

ゴッデス・ユニティ 

 

愛の源の世界 愛の源の世界のマザー  

エンソフ アメンラー 

ウイング  

 

高次の物理世

界の創造主 

セントラルレース 

セントラルイエス＆マリア 

クリスタルレース  

デバインマスター 

  

 永遠なる愛の女神   

黄金の女神 宇宙の意志  

ダイアモンドの女神 

 

12 神殿に関

わる創造主 

鳳凰族の創造主 

ソフィア族の創造主 

 

 無の創造主 祝福の創造主   

太陽種族の創造主  

 

物理世界の系

列を表す創造

主 

輝きの創造主   

光と闇の統合の創造主   

至高なる愛の創造主    

永遠なる時の創造主 

 

 

★物理世界を持つ宇宙 

 

〇第１レベル 天の川銀河の中の創造主 

階層としては一番下の階層の創造主です。主

に星々や星座の働きを保ち、星に存在する生

命達を生みだします。 

彼等は星座の創造主とも呼ばれています。 



 
 

103 

その上には、天の川銀河全体の管理と創造を

行う創造主もいます。 

 

〇第２レベル 局部銀河の創造主 

私達にとって観測可能な宇宙（ユニバース）

の中でも、天の川銀河やアンドロメダ銀河を

含む局部銀河が一つの宇宙の単位となって

います。 

この局部銀河を治める最高の創造主は、私達

が「界王」呼んでいる創造主で彼のもとに多

くの創造主が役割を分担して存在していま

す。 

私は、局部銀河の運営にたずさわる創造主を

「グレートゴッデス」と呼んでいます。 

特にグレート・イエスやグレート・マリアは

地球の事をとても大切にしてくれています。 

 

〇第３レベル 観測可能なユニバースを統

治する創造主 

物理的な世界を持つ宇宙（ユニバース）を直

接統治する創造主達です。 

主に第４レベルの創造主に対応する創造主

達がいて、第４レベルの創造主の指示のもと

に単一宇宙であるユニバースを運営してい

ます。 

 

〇第４レベル 多次元宇宙を統治する創造

主 

観測可能な宇宙だけでなくパラレルワール

ドも含む多次元宇宙を統治する創造主達の

世界です。 

そのリーダーは、エンソフと呼ばれる創造主

です。彼のもとに、星々を創造する創造主、

人々の運命を司る創造主、宇宙の安定を保つ

創造主、ドラゴンや精霊を生み育てる創造主、

４大エレメントを駆使して宇宙を創造する

源のエネルギーを作る創造主、叡智ある存在

が適正に育っているか調べる創造主などが



 
 

104 

存在して、多次元宇宙の創造と運営を行って

います。 

 

 

★スピリチュアルな宇宙 

 

〇第５レベル 物理的な宇宙を創造し運営

する創造主 

このレベルの創造主からは、たくさんの階層

と役目を持った創造主が存在します。 

物理的な宇宙を創造し運営する役目を持ち、

私達の物理世界にも関われる創造主達です。 

第１評議会の中心的な創造主達になります。 

リーダーは、「源の創造主」「光彩の創造主」

で宇宙のスーパーコンピュターを管理する

創造主なども含まれます。 

 

〇第６レベル 物理的な宇宙を管理しスピ

リチュアルな宇宙を創造する創造主 

主に第２評議会、第３評議会の創造主達で、

上位の評議会の創造主の指示のもとにスピ

リチュアルなレベルでも宇宙を創造してい

きます。 

彼等は、上位の評議会の決定を自分達の評議

会で議論し、どのような方法で宇宙の創造と

運営を実行するか決めて行動します。 

 

〇第７レベル スピリチュアルな宇宙を創

造する創造主 

主に第４評議会の創造主で、物理的な宇宙の

元となるスピリチュアルな宇宙を作ります。 

この宇宙の原型を基に、第３評議会と第２評

議会の創造主やスターピープル達がスピリ

チュアルな宇宙の細かい創造を行います。 

彼等は、マルチな能力を持つ創造主で１人１

人が独立して、自由に宇宙の創造を行う権利

が与えられています。 
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〇第８レベル 創造された宇宙の管理を行

う創造主 

第５評議会以上の創造主達は、宇宙の創造は

行いませんが、彼等よりも下の評議会の創造

主が作った宇宙が適切に運営されているか

どうかの検査を行っています。 

非常に高い能力を持っている事はもちろん

ですが、どの次元にも自由に入る事ができ、

多くの宇宙を見守っている創造主です。 

 

〇第９レベル いくつもの宇宙を管理する

創造主 

第９評議会以上の創造主達は、私達の宇宙以

外にもいくつもの宇宙に関わり創造や管理

を行うようになります。 

 

 

 

 


